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大きないちご  みーつけた
１月20日、観光農園「ベリーズ司園」で「北国の“いちご狩り”
オープニングセレモニー」が行われ、なんぶこども園の園児
33名が参加。赤く色づいた大きなとちおとめ・紅ほっぺを見
つけると歓声をあげ、一足早く春の味覚を味わいました。ベ
リーズ司園では、6月下旬頃までいちご狩りを楽しむことがで
きます。



　

１
月
５
日
、
南
部
町
新
年
互

礼
会
が
楽
楽
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

が
講
じ
ら
れ
る
な
か
、
参
加
し
た

１
３
６
人
が
新
年
を
祝
う
と
と
も

に
、
町
の
更
な
る
発
展
を
誓
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
高
橋
教
育
長
が
代

表
で
町
民
憲
章
を
唱
和
し
た
ほ

か
、
工
藤
町
長
が
「
町
民
の
皆
様

が
南
部
町
へ
の
愛
着
、
そ
し
て
誇

り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
部
町
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
各
分
野
で
町
の
発
展
に
貢

献
し
た
８
人
と
１
団
体
が
表
彰
さ

れ
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
根
市
勲
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
、「
受
賞
で
き

ま
し
た
の
も
、
関
係
各
位
の
皆
様

の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
の

賜
物
で
す
。
頂
戴
し
た
表
彰
に
お

ご
る
こ
と
な
く
、
な
お
一
層
精
進

し
、
町
の
発
展
の
た
め
努
め
て
参

り
ま
す
」
と
さ
ら
な
る
活
躍
を
誓

い
ま
し
た
。

根市　勲 さん(平)
　南部町議会議員の職にあって、
公共の福祉の向上に寄与し、地
方自治の振興発展に貢献。

夏堀　文孝 さん(小泉)
　南部町議会議員の職にあって、
公共の福祉の向上に寄与し、地
方自治の振興発展に貢献。

工藤　正孝 さん(大向)
　南部町議会議員の職にあって、
公共の福祉の向上に寄与し、地
方自治の振興発展に貢献。

境　久孝 さん(大向)
　南部町教育委員並びに納税貯
蓄組合役員の職にあって、公共
の福祉の向上に寄与し、地方自
治の振興発展に貢献。

赤石　敏文 さん(赤石)
　南部町農業委員会委員の職に
あって、公共の福祉の向上に寄与
し、地方自治の振興発展に貢献。

新年を祝うとともに　町のさらなる発展を誓う

南部町新年互礼会

功労褒賞 永年にわたって地方自治の振興発展に貢献し、その功績が優れた方や、社会の福祉、民生の安定に寄
与し、その功績が特に優れた方などに贈られます。
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宮木　琢愛さん(福田)　　
　青森県立名久井農業高等学校
の生徒として、2020ストックホ
ルム青少年水大賞・国際大会に
おいてグランプリを受賞。

小野　昭仁さん(斗賀)
　公益財団法人国際文化カレッジ
主催 第23回総合写真展において
内閣総理大臣賞を受賞。

木村社中　月美会
(代表受賞者：月舘　ミホさん(剣吉)㊧・佐々木　由美子さん(下名久井)㊨)
　公益財団法人日本民謡協会主催 令和元年度民謡民舞全国大会において
内閣総理大臣表彰を受賞。

西塚　りよさん(剣吉)
　社会福祉施設において奉仕活動
を続けた功績により厚生労働大臣
表彰並びに青森県褒賞を受賞。

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る
根
市
勲
さ
ん

善行表彰 町の公益に関する事業に尽力し、または公務を助力し、その功績が顕著な方や、スポーツ・文化活動
などにおいて、全国規模以上の大会で上位入賞した方などに贈られます。
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西塚りよさん(剣吉)が「ボランティア功労者に
対する厚生労働大臣表彰」を受賞しました

　町社会福祉協議会ボランティアセンターの登
録ボランティアとして各種ボランティアに取り
組んでいる西塚りよさんは、介護老人保健施設
老健なんぶでの奉仕活動をはじめ、町の認知症
予防教室の介護予防ボランティアなど、様々な
活動を積極的に展開し、31年以上の長きにわた
り社会福祉の向上に貢献してきました。
　西塚さんは「思いがけない受賞で、活動を継
続してきて良かったです。家族や地域の皆さん
からの支援・理解のおかげで、感謝しています」
と話しました。

受賞報告に訪れた西塚りよさん㊧と
町社会福祉協議会有谷隆会長㊨

温かい善意に感謝します
　東北電力ネットワーク株式会社八戸電力セン
ター（間

まどころあきのぶ

所顯宣所長）から街路灯を寄贈いただき、
取付工事を株式会社ユアテック八戸営業所（今
彰夫所長）が実施してくださいました。
　電気を通じた明るいまちづくりや、防犯・安
全への寄与を目的として寄贈・取り付けしてい
ただいたもので、街路灯は沖田面地区の国道４
号沿いに設置されました。
　間所所長は「安全・安心なまちづくりに貢献
したいと考えています。コロナ禍で暗い世の中
ですが、街路灯の灯りで少しでも明るくしてい
きたい」と話しました。

街路灯を寄贈・取り付けいただいた東北電力ネットワー
ク(株)八戸電力センター間所所長㊨と(株)ユアテック八戸

営業所今所長㊧

名川支部管内で交通死亡事故ゼロ１年を達成
　12月４日、名川支部管内で交通死亡事故ゼロ
１年を達成し、三戸地区交通安全協会名川支部

（藤田信義支部長）と三戸地区交通安全指導隊名
川支隊（小田原勉支隊長）に、三戸警察署（高
橋浩幸署長）および三戸地区交通安全協会（宮
村純吉会長）から表彰状が贈られました。
　藤田支部長と小田原支隊長は「交通死亡事故
ゼロが１年を過ぎ、ホッとしています。これか
らも活動を頑張って行きたい。ドライバーの皆
さんには安全運転をお願いするとともに、交通
指導隊のメンバーを募集しているので、若い方
たちの参加をお願いしたい」と話しました。 報告に訪れた藤田支部長㊨と小田原支隊長㊧
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名久井小の児童２人が作品展で入賞
　名久井小学校2年の立花みちるさんが、青
森県「ごはん・お米と私」作文・図画コン
クールの作文部門で青森県教育委員会教育
長賞を、5年の川守田光輝君が「笑顔の未来
へ」メッセージ作品のメッセージ部門小学生
の部で優秀賞を受賞しました。
　立花さんは、昨年５月に給食で提供された

「がんばる丼」を題材とした作文を書き、川
守田君は『ぼくは果実農園を作りたい。母に

「お父さんに似ているね。」と言われてうれし
かった。僕の作った果実でみんなを笑顔に
したい。』というメッセージを書きました。
　立花さんは「夏休みに少しずつ書きまし
た。おいしかったがんばる丼についての作文
で受賞することができてうれしい。またがん
ばる丼が食べたいです」と話し、川守田君は

「家の農業を手伝いながら、メッセージを考
えました。クラスのみんなや先生が選んでく
れた作品で受賞できてうれしいです。将来
は農家を継いで、おいしいフルーツを作りた
い」と話し、笑顔を見せていました。 立花さんの作品「がんばるどんとお米」

受
賞
報
告
に
訪
れ
た

立
花
さ
ん
㊥
と
川
守
田
君
㊨

全国の作品展で書道教室の師弟が入賞
　日本書学館主催の第60回全国書道展で、
福田地区あかねで書道教室を開いている鳩
松風(本名・鳩武治)さんが準大会賞を受賞し、
同時に開催された全国学生書道コンクール
で、同教室に通う剣吉小５年の赤石聖

せ な

那君も
準大会賞を受賞しました。
　鳩さんは、1,000字の異なった文字が使わ
れている漢詩「千字文」を３日かけて完成さ
せ出展。赤石君は書道教室で書き上げた「考
える力」を出展しました。
　鳩さんは「無我夢中、無心で書き上げまし
た。受賞することができ、思い出深い作品に
なりました」と話し、赤石君は「先輩たちの
作品を手本に、集中して書き上げました。ひ
らがなの大きさや全体のバランスに苦労しま
した。今年のコンクールは、大会賞を目指し
て頑張りたい」と意気込みました。

鳩
さ
ん
の
作
品
「
千
字
文
」
の
抜
粋

受賞報告に訪れた鳩さん㊧と赤石君㊨
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親元を離れて暮らす学生にエールを
町外在住の学生に町の特産品を送付

年末年始の帰省が困難な学生を応援しようと、
町では12月15日、「ふるさと南部からのエール便」
を発送しました。

新型コロナウイルス感染症の町独自の支援策と
して実施したこの事業は、同感染症の拡大防止の
ため実家に帰りたくても帰れない町外在住の高校
生や大学生などに、達者米やリンゴ、南部せんべ
いなどの特産品のほか、町で作成した郷土料理や
鍋料理のレシピ本「なんぶのめぐみ」を送ったも
のです。

エール便の発送にあたって行われた出発式では、
工藤町長が「子どもの頃に食べたリンゴなどの特
産品で、ふるさと南部町を思い出し、新型コロナ
に負けないで頑張ってほしい」とあいさつ。その後、
278人分のエール便を積み込んだトラックを関係
者で見送りました。

工藤町長からドライバーの方へエール便が手渡されました

合格まちがい”梨
なし

”！
ゼネラル・レクラークで受験生を激励

12月22日、ゼネラル・レクラークが学校給食で
提供され、町内の児童生徒が特産品の高級果実を
味わったほか、受験を控えた中学３年生に町から
レクラークの缶詰がプレゼントされました。

当日、缶詰の贈呈式のために南部中学校を訪れ
た工藤町長は「デザートに甘いレクラークを食べ
て、受験勉強を乗り切ってほしい」と激励。缶詰
の入った「合格まちがい梨！」とプリントされた
紙袋を代表生徒に手渡し、その後、約100人の全
校生徒と給食を楽しみました。

３年生の尾
お が た

刀太陽さんは「ゼネラル・レクラー
クは想像以上に柔らかく、甘くておいしいです。
いただいたレクラークで勉強も頑張れそう」と受
験に向けた意気込みを話していました。生徒と工藤町長が一緒にゼネラル・レクラークを

味わいました。

リンゴや南部せんべいなどの特産品が送られました

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
缶
詰

ズームインなんぶ
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子育て支援センターは、幼稚園やこども園に通っていな
いお子さんなら、どなたでも参加できます。お気軽にご利
用ください。

子育て通信
おいでよ！子育て支援センター

福地こども園　　　　　　　 ☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日／９時30分～11時

２月５日　雪あそび
２月12日　お誕生会
２月19日　シールあそび
２月26日　ひなまつり製作
３月19日　お別れ会

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

２月10・17・24日
３月３日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

２月８・15・22日
３月１日

なんぶこども園　　　　　　 ☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日／９時～12時

２月10日　雪あそび
２月17日　お誕生会
２月24日　ひな祭り会

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日／９時～14時 ２月９・16・18・25日

チェリーこども園　　　　　 ☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日／９時30分～11時

２月18日　ひなかざり製作
２月25日　遊戯室であそぼう　

認定こども園 あかね幼稚園 ☎0178-76-1801

ハッピークラス
金・火曜日／10時～11時30分

２月５日　かわいい動物を作ろう
２月16日　雪だるまを作ろう

※新型コロナウイルス感染症などの影響で変更となる場合
がありますので、ご利用の際は必ず各施設にお問い合わ
せください。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　問合せ 健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所
4歳児健康相談 H28.6月～ H28.7月生まれ 2月9日(火) 12時30分～12時45分 健康センター
2歳児歯科健康診査 H30.6月～ H30.8月生まれ 2月18日（木） 12時15分～12時45分 健康センター
1歳6か月児健康診査 R1.5月   ～ R1.7月生まれ 2月25日（木） 12時00分～12時40分 健康センター

※受付時間・場所は、都合により変更となる場合があり、その際は対象者に通知します。

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
ヒトパピローマウイルス・ロタウイルスヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCGは2月8日㈪、3月8日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCGは2月10日㈬、3月10日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

B型肝炎
ヒトパピローマウイルス
ロタウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時

B型肝炎
ヒトパピローマウイルス

ロタウイルスは行っていませ
ん

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

　予防接種は、お子さんを病気から守り、
社会全体に病気がまん延することを防ぐも
のです。定期的に母子健康手帳を確認し、
受け忘れのないようにしましょう。

問合せ 健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

予防接種の受け忘れはありませんか？

種類 対象年齢 回数
Ｂ型肝炎 1 歳未満 ３回
Hib 生後 2 か月～ 5 歳未満 標準４回小児肺炎球菌
四種混合 生後 3 か月～ 7 歳 6 か月未満 ４回
BCG 1 歳未満 １回
麻しん・風し
ん（MR）※

1 歳～ 2 歳未満 １回
小学校入学前の１年間 ( 年長児 ) １回

水痘 1 歳～ 3 歳未満 ２回
日本脳炎 生後 6 か月～ 7 歳 6 か月未満 ３回

9 歳～ 13 歳未満 １回
二種混合 11 歳～ 13 歳未満 ( 小学 6 年生 ) １回

子宮頸がん
（HPV）

小学 6 年～高校 1 年相当
年齢の女子
※積極的な接種勧奨は差

し控えています。

３回

※風しんは、患者数が大幅に増加していま
す。MRワクチンの接種が感染を防ぐ最も
有効な方法ですので、対象年齢内に早め
に受けましょう。

定期予防接種一覧（対象年齢内は無料）

　10月からロタウイルスワクチンの定期接
種が始まりました。対象者（8月1日以降に
生まれたお子さん）には予診票等をお渡し
していますので、ご確認ください。
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　閉じこもりの継続による筋力低下を防ぐためにも、新型コロナウイルスの感染予防をしながら、短時間でも外
に出て仲間と楽しい時間を過ごしませんか？
　「今後に向けて話を聞きたい」「話だけでも聞いてみたい」という方は、ぜひ一度ご連絡ください。

「ご近所ふれあいサロン助成事業」について
　町では、高齢者を含む地域住民の身近で気軽な

「住民主体の通いの場(サロン)」を開設する団体を
支援するため、「サロン開設や運営費用の一部を助
成する制度」を設けています。
　定期的にサロンを開催することで、自分達の介護
予防や地域住民同士の絆を深め、住民相互の見守り
や支え合い活動につなげていきましょう。

「サロン」とは
　高齢者をはじめとする地域住民が、誰でも気軽に
集まり、体操・茶話会・趣味活動・会食などの活動

助成金の内容
拠点整備費助成金

（上限額15万円）
必要な団体に対して、開設初年度１回に限り、サロン開設にあたり必要な建物等の改修費
用や備品の購入費の一部を助成します。

運営費助成金
（上限額48万円/年）

光熱費等、サロン運営のために支出した経費を、回数や時間数、参加者数によって計算し、
全額または一部を助成します。

を楽しみながら、交流できる“通いの場”のことをい
います。
町の支援
▶手続きや書類作成のお手伝いなど、サロンの開設

や運営のための相談・支援を行います。
▶回数に上限はありますが、希望により保健師や栄

養士等による講話などを行います。
対象団体
　５人以上の地域住民で構成され、組織運営に関す
る規約を定めており、町が定める要件を満たすサロ
ンを開設・運営できる団体。

ご近所ふれあいサロン助成事業を利用している団体の活動を紹介します
　12月１日現在で町内５か所の団体が助成事業を
利用しています。
　休止している団体もありますが、活動を継続して
いる団体は、新型コロナウイルスの感染予防対策を
とりながら活動しています。

寿
ことぶき

会
　毎月 1 回、桜本町公民館でレクや季節に見合っ
た創作活動、会食等をして楽しいひとときを過
ごしています。年齢問わず賑やかな声が響き渡っ
ています。

ふれあいとらどお茶の友の会
　夏場は月１回、冬場は月２回、虎渡公民館でゲー
ムや会食、勉強会等をしています。一人でも多く
の方に足を運んでもらえるよう内容を工夫しなが
ら、居場所づくりをしています。

森越ひまわりの会
　毎月１回、森越公民館で、創作や会食をするほ
か、身近な認知症を学んだり、DVD による防災
に関する勉強会などの活動をしています。また、
昔の地域の風景を思い出しながら情報交換をした
り、軽体操も行っています。

いろはの居ふれあいサロン
　週３回程度、沖田面にある活動拠点で人とのつな
がりを作ることを目的に主に創作活動をしています。
年齢層は幅広く、町外からの参加者もいます。それ
ぞれが得意分野を生かし、様々な取り組みを考案。「楽
しく」を基本に笑い声を響かせながら活動していま
す。

上斗賀茶
さ

ろん
　今年度から活動している団体で、昼の部・夜
の部として、月２回上斗賀公民館で開催してい
ます。昼の部は地域の宝人を発見し、その方の
得意分野を生かしての作業。夜の部は主に運動
を行っています。また、サロンの様子や陰で支
えて動いてくれている方の紹介等を地域全体に
紹介する回覧も作成しています。

「すこやか南部」通信 問合せ	 健康福祉課（健康センター）
	 ☎0178-76-2555

パート８

地域の気軽に集える“通いの場(サロン)”づくりを応援します！
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令和３年度 住民健診の申し込みが始まります
町では、町民の皆さんの健康を守るため、特定健診と各種がん検診を行っています。健診は一年に一度、

ご自身の健康状態を知るチャンスです。ぜひ来年度の住民健診にお申し込みください。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

保健推進員が各世帯を訪問します
　住民健診の申し込みの取りまとめは、保健推進員の皆さんにお願いしています。各地区の保健推進員
が２月上旬から３月上旬にかけて、各世帯へ健診のご案内チラシと「住民健診申込書」をお届けします。
記入の済んだ申込書は、保健推進員が回収します。
　留守等の場合は健康福祉課から申込書類を郵送しますので、ご記入のうえ、同封の返信用封筒でご返
送ください。

受診する項目を決めましょう
特定健診　ご加入の医療保険ごとに行われる健診です。

加入保険など 対象年齢等 自己負担額

南部町国民健康保険 30 ～69歳 1,000円
70 ～74歳 300円

後期高齢者医療制度 75歳以上(誕生日以後)の方、65 ～74歳の加入者の方 無料
生活保護受給者 30歳以上 無料

※上記以外の方の特定健診は、「事業主」または「保険証の発行元」にお問い合わせください。

各種がん検診
項目 検査内容 対象年齢等 自己負担額

肺がん・結核 胸部X線撮影 30歳以上(65歳以上は結核検診) 無料
胃がん 胃部X線撮影(バリウム) 30歳以上 500円大腸がん 便の潜血反応検査
前立腺がん 血液検査(PSA) 50歳以上の男性 800円
肝炎ウイルス 血液検査 40・45・50・55・60歳の方(検査を受けたことがない方) 無料

子宮頸がん 視診、内診、細胞診
(超音波検査は費用別途) 20歳以上の女性 1,000円

乳がん マンモグラフィ 40歳以上の偶数年齢の女性 500円
骨密度検査 骨のX線撮影 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 1,000円

※ 特定健診および各種がん検診の対象年齢は、令和４年３月末時点での年齢です。
※ 70歳以上の方と生活保護受給者は、がん検診の自己負担額が無料になります。

受診方法を決めましょう
　「集団健診」と「個別健診」がありますので、
どちらで受診するかお選びください。
※特定健診と各種がん検診を同時に受診するこ

ともできます。
個別健診を実施している健診機関
▶南部町医療センター　　　☎0178-76-2001
▶八戸西健診プラザ　　　　☎0178-21-1717
▶八戸市総合健診センター　☎0178-45-9131
▶五戸町健診センター　　　☎0178-62-5510
※子宮頸がん検診は、三八管内婦人科でも受診

できます。

国保人間ドックのご案内
　実施の会場や申し込みの詳細については、健
康福祉課までお問い合わせください。

みなし健診のお知らせ
　「みなし健診」とは、南部町国民健康保険に
加入されている方を対象に、職場健診の結果を
町へ提出することで、特定健診を受けたとみな
す健診です。
　健診結果を毎年提出していただくことで、こ
れまで職場健診を受診していたのにもかかわら
ず届いていた受診勧奨のお手紙が届かなくな
り、さらに粗品のプレゼントも行っています。
　健診結果は、健康福祉課に直接お持ちいただ
くか、健康福祉課にご連絡いただき、その後郵
送する返信用封筒で提出してください。

広報なんぶちょう 2月号9



達者de健康相談
～今よりもっと“達者”になりたい人に～

　健康センターでは、毎月、健康相談を開催
しています。ご自分の血管年齢や骨密度、筋
肉量、内臓脂肪量を確認してみませんか？

赤十字会員加入・赤十字活動資金
のご支援をお願いします

日本赤十字社の活動は、皆さんから寄せら
れた会費(社費)と寄付金によって支えられ、国
内外で苦しんでいる方々へのサポートを可能
にするほか、ボランティアの育成や未来を担う
青少年の学びの機会を創っています。

また、国内外において自然災害が多発して
いる近年、被害に遭われた方々への支援など、
皆さんからのご寄付を様々な取り組みに役立
たせていただいています。

皆さんが支えている赤十字の活動を推進す
るため、南部町赤十字分区から協力依頼を受
けた町内会の方が、皆さんのお宅へ伺います
ので、赤十字会員への加入ならびに赤十字活
動資金(会費・寄付金)のご支援について、ご協
力をよろしくお願いします。

問合せ　日本赤十字社　青森県支部
　　　　組織振興課
　　　　☎017-722-2011
　　　　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101

開催日　２月８日(月)・22日(月)
　　　　３月８日(月)・22日(月)
時　間 13時30分～18時
　　　　（最終受付17時30分）
場　所 健康センター２階　運動指導室
内　容　体組成測定（体脂肪・筋肉量）、血

管年齢測定、骨密度測定、血圧測定、内
臓脂肪量測定（対象年齢20 ～74歳）、保
健師・栄養士による健康相談

費　用　無料

問合せ　健康福祉課
　　　　（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

※事前に予約が必要です。
※最近の健診結果票を持参してください。
※「健康マイレージ」の対象です。健康マイレー

ジカードをご持参ください。
　２回までポイントを付与します。

献血にご協力をお願いします
病気やけがなどで輸血を必要としている人

の命を救うため、18歳から65歳の健康な人に
400mlの献血をお願いしています。

献血にご協力いただいた方には血液検査の
結果が送付され、健康管理に役立てることが
できますので、初めての方もぜひご協力ください。

問合せ 健康福祉課
　　　　（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101

日時・場所　２月19日(金)
　▶南部分庁舎　　９時30分～11時30分
　▶健康センター　13時～16時
その他　安全で責任のある献血をお願いす
るため、運転免許証など本人確認ができる
ものを持参してください。

成人男性の風しん抗体検査・風しんの
第５期定期予防接種はお済みですか？

　これまでに風しんの予防接種を受ける機会
のなかった世代の男性を対象に、風しんの抗
体検査、およびその結果、十分な量の抗体が
ないことが判明した方に対して、風しんの定
期予防接種を実施しています。
　まだお済みでない方は、お送りしているクー
ポン券の利用により無料で受けることができ
ますので、健康診断の機会やお近くの医療機
関等で、まずは抗体検査を受けましょう。
　クーポン券には有効期限(令和３年３月末ま
で)がありますので、お早めにご利用ください。
クーポン券対象者
　町に住所登録のある昭和37年4月2日から昭

和54年4月1日の間に生まれた男性

問合せ 健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
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後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
高額介護合算療養費支給申請について
　後期高齢者医療制度に加入している方で、医
療費と介護サービス費の自己負担額の１年分（令
和元年８月１日～令和２年７月31日）の合算額
が限度額(下表)を超えた場合、超えた額が支給
されます(500円以下の場合は対象外)。世帯内に
後期高齢者医療制度の加入者が複数いる場合は、
世帯で合算して支給額を計算します。
　支給要件に該当すると思われる世帯には、２
月下旬(予定)に「支給申請のお知らせ」を送付し
ます。お知らせが届いた方は申請してください。
　対象期間中に後期高齢者医療制度に加入した
方や転入してきた方等がいる世帯には、支給対
象となる世帯でもお知らせが送付されない場合
がありますので、対象になると思われる方はお
問い合わせください。

所得区分 自己負担限度額
現役並み所得Ⅲ※ 1 212 万円
現役並み所得Ⅱ※ 2 141 万円
現役並み所得Ⅰ※ 3 67 万円
　　一　　般　※ 4 56 万円
　　低所得Ⅱ　※ 5 31 万円
　　低所得Ⅰ　※ 6 19 万円

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-76-3323

令和３年度放課後児童クラブ入会児童募集
クラブの名称 場所

向児童クラブ 旧向保育所
南部児童クラブ 南部老人福祉センター
名久井なかよしクラブ 名久井小学校
剣吉なかよしクラブ 南部芸能伝承館
名川南なかよしクラブ 名川南小学校
福地学童保育クラブ

ゆとりあ
福田学童保育クラブ
杉沢学童保育クラブ あけぼの研修センター

対象児童
▶下校後、保護者の労働等により、家に帰って

も誰もいない小学１～３年生
▶下校後、保護者の労働等により、家に帰って

も誰もおらず、一人で留守番が難しい特別な
理由がある小学４～６年生

開設時間　▶平日　下校後～18時30分
　　　　　▶土曜日、学校休校日、長期休業日
　　　　　　７時30分～18時30分
費用　月額2,300円
申込方法　各庁舎に備え付けの申請書に必要事

項を記入のうえ、就労証明書等を添付して提
出してください。

申込期限　２月26日(金)
問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

※1　課税所得690万円以上の方
※2　課税所得380万円以上690万円未満の方
※3　課税所得145万円以上380万円未満の方
※4　住民税課税世帯の方(※1 ～3、5 ～6に当てはまらない方)
※5　世帯員全員が住民税非課税の方
※6　世帯員全員が住民税非課税の方のうち、世帯員全員の各

所得金額が0円の方(公的年金の場合は収入が年額80万円以下)

申請に必要なもの
　支給申請書／支給申請のお知らせ／後期高

齢者医療被保険者証／介護保険被保険者証
／個人番号がわかるもの（通知カード・マ
イナンバーカード）／本人確認書類（官公
庁発行・発給の顔写真付き身分証明書）／
はんこ／通帳等口座情報のわかるもの

※被保険者が亡くなられている場合は受領申
立書の提出が必要です。(事前に提出した場
合は不要です）

※被保険者以外の方が申請または受領する場
合は委任状が必要です。

※被保険者以外の方が申請する場合は委任状
に加え、被保険者の個人番号がわかるもの
(コピー可)、申請者の本人確認書類が必要
です。

※重度心身障がい者医療費の助成を受けている場
合は、町へ受領を委任する委任状が必要です。

※対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の
医療保険や他市町村の介護保険に加入歴が
あり、自己負担額がある場合は、それらの保
険の自己負担額証明書が必要です。

※成年後見人が申請される場合、登記事項証
明書( ３か月以内に発行されたもの)をお持
ちください。
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問合せ　住民生活課（南部分庁舎）☎0179-34-2509
　　　　マイナンバー総合フリーダイヤル
　　　　☎0120-95-0178（無料）
　　　　（平日：9時30分～20時　土日祝：9時30分～17時30分）
　　　　※一部IP電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合
　　　　通知カード・マイナンバーカードについて
　　　　☎050-3818-1250
　　　　その他のお問い合わせについて
　　　　☎050-3816-9405

マイナンバーカードを申請しましょう
マイナンバーカードの申請方法
　申請には、通知カードの下部分「個人番号カード交付申請書」が必要です。ただし、申請書記載の内容(住
所氏名等)が現在の状況と異なる場合、この申請書は利用できません。その場合は住民生活課(南部分庁舎)
までご連絡ください。

郵送による申請
　「個人番号カード交付申請書」に必

要事項を記入し、顔写真を貼り付
けのうえ、返信用封筒で郵送して
ください。(返信用封筒は差出有効
期限を過ぎていても有効です。切
手を貼らずにそのまま投函してく
ださい)

※封筒を紛失した場合は、住民生活課
(南部分庁舎)までご連絡ください。

スマートフォンによる申請
　「個人番号カード交付申請書」に記

載されたQRコードを読み取り、手
順に従って申請してください。

パソコンによる申請
　マイナンバーカード総合サイトの

「パソコンによる申請方法」のペー
ジで「個人番号カード交付申請書」
に記載された申請書IDを利用して
申請してください。

個人番号カードとは？
　通知カードと同じく、行政機
関の窓口などでマイナンバーを
求められたときに使用するほか、
顔写真付きなので、本人確認の
身分証明書として利用できます。
　各種行政手続きのオンライン
申請の際にも利用できます。

※マイナンバーカードの交付手数料は無料です
　（紛失その他の再発行手数料は有料になります）
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町営住宅入居者募集
入居募集住宅

町営住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃
向山団地　 14号 Ｈ８年度 木造平屋建 ３ＤＫ 17,100 ～25,500円/月
ひろば台団地　 Ｂ７号 Ｈ24年度 木造平屋建 １ＬＤＫ 16,800 ～25,000円/月
ひろば台団地　 Ｂ14号 Ｈ25年度 木造平屋建 １ＬＤＫ 16,900 ～25,200円/月
滝田団地 　３号 Ｈ４年度 木造２階建 ３ＬＤＫ 18,200 ～27,100円/月
苫米地駅前団地 　９号 Ｈ２年度 木造２階建 ２ＤＫ 18,400 ～25,100円/月
第二苫米地駅前団地 　Ｂ24号 Ｈ16年度 木造平屋建 ２ＤＫ 17,400 ～25,900円/月
第二苫米地駅前団地 　Ｂ41号 Ｈ18年度 木造平屋建 ２ＤＫ 17,700 ～26,400円/月

現地見学会　　※現地見学を希望される方は、事前に建設課までご連絡ください。
開催日 時間 町営住宅名

２月15日（月）

10時00分 ～ 10時15分 滝田団地 ( ３号)
10時30分 ～ 10時45分 苫米地駅前団地 ( ９号)
11時00分 ～ 11時30分 第二苫米地駅前団地 (Ｂ24号・Ｂ41号)　※集合場所：Ｂ24号
13時30分 ～ 13時45分 向山団地 (14号)
14時00分 ～ 14時30分 ひろば台団地 (Ｂ７号・Ｂ14号)　※集合場所：Ｂ７号

入居資格
▶同居または同居しようとする親族がある
▶入居者と同居者の合計所得が月額15万8千円　
　以下
▶住宅に困窮している
▶税金を滞納していない
▶入居者全員が暴力団員ではない

問合せ　建設課（南部分庁舎）☎0179-34-2518

入居申込み
町営住宅入居申込書に必要事項を記入のうえ、

必要書類を添えて、２月25日(木)13時までに建設
課または各庁舎窓口に提出してください。

なお、入居希望者が複数の場合は、抽選となり
ます。
※入居説明会および抽選
　３月８日(月) 10時～　南部分庁舎

「青森の道路メンテナンス概要」を公表

問合せ　青森県道路メンテナンス事務局
　　　　☎ 017-734-4575

　青森県道路メンテナンス会議（道路インフラ
の予防保全・老朽化対策の体制強化を図るため、
県内の道路管理者が連携し設立）では、県民・
道路利用者の皆さんに道路インフラの現状およ
び老朽化対策についてご理解いただくため、点
検の実施状況などをとりまとめました。
内容
▶2019年度（単年度）における点検結果
▶2019年度末時点における判定区分の割合
▶2019年度点検実施施設における判定区分の遷

移状況

とりまとめのポイント
▶点検実施率は、橋梁19％ (1311橋)、トンネ

ル13％ ( ７箇所)
▶橋梁の判定区分の割合は、Ⅲ：10％ (133橋)、

Ⅳ：０％ ( ０箇所)
※判定区分Ⅲ・Ⅳ
　次回点検までに措置を講ずるべき施設
※詳しくは「青森  道路メンテ」でイン

ターネットから検索してください。
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果樹の新植事業等(令和3年度第1次計画	秋植え)の申し込みを受付します

は収入保険制度への加入が必須です。
▶2アール以上のまとまった場所への植栽が必要

となり、補植は対象外です。
事業着手可能時期
　令和3年8 ～9月頃(12月末までに完成すること)
申込期間
　2月4日(木) ～2月26日(金)　※厳守
申込み
　農林課に備え付けてある申込書に記入して提

出してください。町HPからもダウンロードで
きます。

申込みされる場合に必要な書類等
▶果樹新植(りんご、おうとう、梨に限る)
　植栽する品目・品種、植栽後の園地の見取図
▶放任園対策
　処分する品目・品種、現在の植栽見取図
▶特認事業、園地造成、かん水施設整備
　見積書および設置図面
問合せ
　農林課（南部分庁舎）
　☎0179-34-3371

補助対象事業
　果樹新植、特認事業(防風網・防霜ファンの設

置)、園地造成、放任園対策、かん水施設整備
等

※改植は２次計画(春植え)での募集となります。
対象者
　町内在住の農業者(農業申告を行っていること)

で、条件を満たす方
条件
▶事業完了年度の翌年から８年間、園地の保全

義務があります。
※４年、８年後の検査があります。
▶新植を放任園、管理粗放園で実施する場合は、

樹木の伐採・伐根を自力で行う場合のみ実施
可能です。

▶自己が所有する全ての果樹園地の防除対策を
お約束いただける方。

※実施園地以外で放任園等の病害虫発生のおそ
れがある園地を所有している方は、必ず放任
園対策事業と併せて申し込みください。

▶自然栽培による栽培方法等は、肥培管理につ
いての客観的な判断が難しいため、申し込み
をご遠慮ください。

▶特認事業を実施する場合は、果樹共済もしく

農業者年金に加入しませんか？
加入のメリット
▶積立型の安心・安全な年金
▶80歳まで保証付きの終身保険
▶保険料は全額、社会保険料の控除対象
▶年金を受け取る時も公的年金等の控除対象
▶保険料(月額２万円～６万７千円)は自由に決

められます。
▶一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫

補助が受けられます。

問合せ
　農業委員会事務局（南部分庁舎）☎0179-34-3357
　JA八戸 福地支店　☎0178-84-2222
　 南部支店　☎0179-23-8988

加入の要件
　次の要件を満たす方ならどなたでも加入可能
となります。
▶国民年金の第１号被保険者
▶年間60日以上農業に従事
▶20歳以上60歳未満の方

　令和３年度果樹経営対策事業および果樹未収益期間支援事業の申し込みを受付しますので、実施希望
の方は下記により申し込みください。
　なお、令和３年度第２次の申し込みは令和３年5月または６月号の広報へ掲載の見込みです。
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農地の賃借料、農作業標準賃金・機械作業標準料金について

問合せ　農業委員会(南部分庁舎) ☎0179-34-3357

地目
締結(公告)

された地域名
平均額 最高額 最低額 データ数

田の部(水稲) 南部町全域 5,100円 8,000円 3,000円 422
畑の部(普通畑) 南部町全域 3,900円 6,600円 1,400円 58

※データ数は、集計に用いた筆数です。

令和３年の農作業標準賃金および機械作業標準料金
　農作業標準賃金および機械作業標準料金は、
農業委員会が農家の皆さまが農作業をお願いす
るときの目安となる農作業賃金および機械料金
を定めているものです。
　この賃金表は、普通農地の標準額となります
ので、作業賃金を決める際には、年齢、労働条件、
その他の事情を考慮し、両者で協議のうえ決め
てください。

令和３年１月１日から12月31日まで適用され
る標準額は下記のとおりです。

人 
力 
の 
部

区分  標準額 ( 円 )  割増料 ( 円 ) 摘要
田植 6,400 1,000

※標準額は、１日実労働８時間を基準とし、
８時間を超える場合は25％の割増給を支給
します。

※賃金は男女共通で、いずれも賄いなしです。

脱穀 6,400 1,000
除草 6,400 1,000

稲刈り 6,400 1,000
りんご剪定 9,600 1,490

摘果 6,400 1,000
袋かけ 6,400 1,000

収穫 6,400 1,000
一般畑作業 6,400 1,000

機 
械 
の 
部

区分 単位 標準料金 ( 円 ) 摘要
水田耕起 10a 当り 5,500

※ほ場整備未了田畑で、特に地形の悪い場合
は、当事者が協議のうえ決定します。

※田植(機械植)は、委託者が苗持ちとします。
※バインダー、コンバインはひもを除きます。
※金額は消費税を含みます。

水田代かき 10a 当り 6,000
田植 ( 機械植 ) 10a 当り 6,000

稲刈バインダー 10a 当り 5,500
稲刈コンバイン 10a 当り 13,000

稲刈脱穀 10a 当り 6,000
乾燥機 ( 生脱穀 ) 60kg 当り 1,500

畑耕起 10a 当り 5,500 

農地の賃借料
　令和２年１月から12月までに締結(公告)され
た賃貸借における賃借料水準(10a当り)は、下記
のとおりとなっています。
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前
回
は
、
聖
寿
寺
館
で
食
さ
れ
た

新
鮮
な
海
産
物
が
約
30
㌔
離
れ
た
八

戸
浦
か
ら
運
ば
れ
た
可
能
性
を
指
摘

し
ま
し
た
。
で
は
、
当
時
ど
の
よ
う

な
ル
ー
ト
で
海
産
物
は
運
ば
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
戦
国
時
代
の
当
地

方
の
交
通
や
物
流
の
記
録
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
可
能
性
は
二
通
り
あ

り
ま
す
。 

一
つ
は
水
運
で
す
。
当
時
は
ト

ラ
ッ
ク
や
鉄
道
等
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
物
資
は
人
力
や
馬
な
ど
陸
路
で

運
ば
せ
る
か
、
川
舟
で
運
ぶ
か
の
二

通
り
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
中
で
、
積
載
量
・
運
搬
量

と
も
に
多
か
っ
た
の
は
、
ひ
ら
た
舟

（
底
の
平
ら
な
川
舟
）
を
使
っ
た
馬

淵
川
の
水
運
で
し
た
。
し
か
し
、
物

資
を
上
流
か
ら
下
流
に
運
搬
す
る
際

は
、
舟
に
載
せ
て
、
そ
の
ま
ま
流
れ

に
沿
っ
て
下
ら
せ
れ
ば
よ
か
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
逆
は
流
れ
に
逆
ら
っ

て
舟
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
大
変
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時

は
エ
ン
ジ
ン
ス
ク
リ
ュ
ー
付
き
の

ボ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
八
戸

か
ら
馬
淵
川
の
上
流
へ
物
資
を
運
ぶ

際
は
、
舟
を
川
の
両
岸
か
ら
ロ
ー
プ

で
牽
引
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
室

町
・
戦
国
時
代
に
は
馬
淵
川
が
大
き

く
蛇
行
す
る
沖
田
面
の
門
前
地
区
に

川
湊
と
町
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
運
搬
方
法
は

明
治
時
代
に
鉄
道
が
開
通
す
る
ま
で

続
き
、
江
戸
時
代
に
「
川
下
げ
湊
」

と
し
て
栄
え
た
剣
吉
の
経
済
を
支
え

ま
し
た
。
剣
吉
に
は
三
戸
方
面
や
五

戸
方
面
か
ら
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
大

豆
や
薪
が
集
ま
り
、
剣
吉
四
反
田
に

あ
っ
た
舟
付
場
か
ら
大
量
の
物
資
が

八
戸
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
陸
路
で
す
。
八
戸
市

か
ら
南
部
町
、
さ
ら
に
は
秋
田
県
鹿

角
地
方
に
か
け
て
、
こ
の
地
方
の
大

動
脈
で
あ
っ
た
八
戸
街
道
（
三
戸
街

道
）
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
街

道
の
呼
称
は
居
住
し
て
い
る
場
所
に

よ
っ
て
異
な
り
、
三
戸
の
人
に
と
っ

て
は
八
戸
街
道
、
八
戸
の
人
に
と
っ

て
は
三
戸
街
道
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
街
道
ル
ー
ト
を
八

戸
か
ら
順
に
辿
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
街
道
は
根
城
を
出
発
し
、

田
面
木
を
経
由
し
て
櫛
引
八
幡
宮
の

前
を
通
過
し
ま
す
。
現
在
の
櫛
引
橋

は
越
え
ず
に
左
折
し
て
、
櫛
引
集
落

の
直
線
道
路
を
南
下
し
、
櫛
引
城
跡

を
横
目
に
現
在
の
水
道
橋
の
あ
た
り

に
あ
っ
た
渡
し
場
で
馬
淵
川
を
渡

り
、
北
高
岩
駅
前
を
通
過
す
る
旧
道

へ
と
至
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鉄
道
線
路
と
国
道

１
０
４
号
を
渡
り
町
内
に
入
る
と
、

小
泉
を
経
由
し
て
高
橋
館
跡
の
一
部

と
考
え
ら
れ
る
高
橋
の
集
落
西
側
を

通
り
、国
道
１
０
４
号
に
戻
っ
た
後
、

南
部
町
役
場
本
庁
舎
前
を
通
過
し
ま

す
。
さ
ら
に
西
へ
進
む
と
、
苫
米
地

館
跡
が
あ
る
福
地
ふ
れ
あ
い
公
園
前

の
苫
米
地
神
明
宮
か
ら
国
道
１
０
４

号
と
並
行
す
る
旧
道
に
入
り
（
写
真

１
）、
八
木
田
越
線
橋
の
北
側
で
再

度
国
道
１
０
４
号
に
合
流
し
ま
す
。

そ
の
後
、
斗
賀
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
か
ら
斜
め
左
に
交
差
す
る
旧
道
に

入
り
、
斗
賀
集
落
や
斗
賀
神
社
の
参

道
入
り
口
を
通
過
し
た
後
、
伝
承
館

前
や
剣
吉
駅
前
を
通
っ
て
、
剣
吉
の

桜
本
町
・
桜
町
・
荒
町
・
中
町
・
上

町
と
、
な
が
わ
秋
ま
つ
り
の
御
輿
渡

御
や
山
車
運
行
が
行
わ
れ
る
通
り
を

通
過
し
、
国
道
４
号
に
戻
り
ま
す
。

（
写
真
２
・３
）

そ
の
後
は
、
虎
渡
や
相
内
、
沖
田

面
で
一
部
旧
道
に
入
り
ま
す
が
、
概

ね
国
道
４
号
が
八
戸
街
道
を
踏
襲
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
南
部
分
庁
舎

前
を
過
ぎ
、
門
前
で
斜
め
右
手
の
旧

道
に
入
り
、門
前
集
落
を
抜
け
た
後
、

三
戸
南
部
氏
の
氏
神
で
あ
る
本
三
戸

八
幡
宮
の
眼
前
を
通
過
し
て
小
向
橋

で
奥
州
街
道
と
合
流
し
（
写
真
４
）、

２
０
０
㍍
ほ
ど
北
上
す
る
と
聖
寿
寺

館
の
南
側
入
り
口
へ
と
至
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
様
々
な
物
資

が
戦
国
時
代
の
聖
寿
寺
館
に
も
届
け

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

古
く
か
ら
の
街
道
ル
ー
ト
は
現

代
も
概
ね
国
道
１
０
４
号
・
４
号
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の

後
も
重
要
な
交
通
路
と
し
て
機
能
し

ま
し
た
。
明
治
14
年
に
は
天
皇
の
東

北
・
北
海
道
巡
幸
で
、
明
治
天
皇
を

筆
頭
に
当
時
参
議
で
あ
っ
た
大
隈
重

信
（
第
８
代
内
閣
総
理
大
臣
）
や
内

務
卿
の
松
方
正
義
（
第
４
代
内
閣
総

理
大
臣
）、
新
聞
記
者
の
原
敬
（
第

19
代
内
閣
総
理
大
臣
）
を
含
む
総

勢
３
５
２
名
が
こ
の
八
戸
街
道
を
通

り
、
沖
田
面
の
谷
坂
源
吉
方
や
剣
吉

の
出
町
喜
八
郎
方
、
苫
米
地
の
夏
堀

源
吉
方
で
昼
食
や
小
休
止
を
と
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
も
誰
も
が

通
る
こ
の
道
路
は
、
時
代
を
越
え
て

重
要
な
交
通
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
使
い
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
責　

史
跡
対
策
室　

布
施
和
洋

歴
史
発
見

「
な
ん
ぶ
が
く
」

歴
史
連
載

物
流
の
大
動
脈

南
部
町
の
水
運
と
古
街
道
①

其の十八

多くの物資が行き交った
馬淵川

写真４　奥州街道（左者
　五戸道）と八戸街道（右
　者八戸道）の追分石（小

向橋）
写真３　鉄道で分断された

八戸街道（剣吉上町）
写真１　苫米地の八戸街道写真2　剣吉駅前の八戸街道

（ながわ秋まつり行列）

広報なんぶちょう 2月号 16



名川中学校図書室１階（町民図書室） 《おはなし会》

　新型コロナウイルス感染症の予防のため、2
月のおはなし会はお休みします。

《おすすめセレクション》

今日からお茶をおいしく楽しむ本　　著：和多田　喜

ふだん何気なく飲んでい
るお茶がもっとおいしくな
る秘訣を、日本茶ソムリエ
がわかりやすく解説。日本
茶の楽しみ方が広がりま
す。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL：http://www.lib-eye.net/nanbu/

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　2月8日（月）、15日（月）、22日（月）、3月1日（月）
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》

◆痛くない鼻うがい	 堀田　修
◆いい白髪ケア、やばい白髪ケア	 伊熊　奈美
◆基礎からわかるおいしいオウトウ栽培	 富田 晃
◆棚からつぶ貝	 イモト　アヤコ
◆ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人	 東野　圭吾
◆一橋桐子〈76〉の犯罪日記	 原田　ひ香
◆聖女か悪女	 真梨　幸子
◆居眠り磐音43・44	 佐伯　泰英
◆おしりたんてい　おしりたんていのこい！？	 トロル
◆かいけつゾロリきょうふのエイリアン	 原　ゆたか

～各校の特色ある教育～

地域の協力があってこそ

本校は、地域ボランティアや外部団体等の支
援をいただきながら、読み聞かせ、囲碁・将棋、
福地音頭・ナニャドヤラ教室、えんぶりなど、
日本の文化に触れたり、ふるさと福田を知る機
会を設けています。

今年度は新型コロナウイルスの影響で様々な
制限を受け、見合わせや延期を余議なくされた
活動も少なくありません。そのような中、12月
10日に詩吟の授業を行いました。

本校では毎年のように、地域にお住まいの詩
吟教室の方を招き、６年生を対象に授業を実施
しています。詩吟は短歌や俳句に独特の節をつ
けて詠み合うものですが、一言一言に節回しを
加えていくことで、詩の情感を感じることがで
きます。

昨年度は子供たちの作品に節をつけて吟じま

校長：三戸　盛司　　児童数：157名福田小学校

講師の方からの指導のもと、詩吟を体験しました

したが、今年度は講師の先生方に句を用意して
いただき、詩吟の奥深い歴史を堪能することが
できました。

普段の生活の中で触れることのできない日本
の文化や伝統芸能に親しむことができるのは、
地域の方々のおかげです。これからも、ふるさ
と福田を大切にした教育活動を進めていきます。

※3月8日㈪～11日㈭は、特別蔵書点検のため休室です。
　これに伴い、2月18日㈭～3月7日㈰は、貸出冊数・期間

が変更になります。
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厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより☎ 0178-84-2850

【１日５部屋限定】お得な宿泊プラン

ゴーツーバーデ満喫宿泊パック

★朝風呂営業　330円
　６時～８時
　 （受付７時30分まで）

ゴーツーバーデ満喫宿泊パック　３つの特典
(1)南部町産の100％リンゴジュースプレゼント
(2)温泉、温水プール、トレーニングジム（ジムは高

校生以上）を、チェックアウト日含め2日間無料で
ご利用になれます。

(3)温水プールでは水着貸出無料、そしてアトラク
ションのアクアチューブ(通常１回300円)が乗り放
題です。

消防署からのお知らせ

問合せ
　三戸消防署名川分署　　☎ 0178-76-2416
　三戸消防署福地分遣所　☎ 0178-84-2103

シーテッド・ロー
　背中の筋肉を主に鍛える、新しく導入したマシン
です。美しい姿勢と、くびれたボディラインを手に
入れることができ、また肩こり解消にも効果的です。
器具の正しい使い方は指導員までお問い合わせくだ
さい。

★今月の休館日
　 ２月18日（木）

トレーニングジムリニューアル企画第２弾
女性必見！今月のジムトレ ～背中編～

▶初期消火は天井に火が移るまでとし、それ
以降は直ちに避難する。

▶出火建物から一度屋外へ避難した場合は、
絶対に屋内へ戻らない。

▶お年寄りや身体の不自由な方は、１階の避
難しやすい部屋で就寝する。

▶火災をいち早く発見するために、住宅用火
災警報器を設置する。

　冬期は空気が乾燥し、火災の発生が多くなりま
す。火の元の管理を徹底し、住宅火災から命を守
るため、火の取り扱いや下記について、十分注意
しましょう。　

　逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置
しましょう。設置されているご家庭では、いざと
いう時のために、定期的に住宅用火災警報器の作
動を確認しましょう。
　また、警報器が古くなると電子部品の劣化や電
池切れ等で火災を感知しなくな
ることがあるため、10年を目
安に本体を交換しましょう。

期限内に町からの入浴無料券をご利用ください

　無料券のご利用の方、
５名様より無料送迎い
たします。皆さまお誘
い合わせのうえ、ご利
用ください。(要予約)

期限　３月31日（水）

期限　３月３１日(水)
１泊２食付１名様通常料金
9,180円(税込)のところ、
１泊２食付 ５

ゴ ー ツ ー バ ー デ

，２８０円　
　　　　/ １名様 (税込)

「ゴーツーバーデ満喫宿泊
パック」と電話またはフロ
ントでご予約ください。

※画像はイメージです
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2 February 3 March
4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

多摩川
一般戦

津GⅠ
東海地区選手権

徳山GⅠ
中国地区選手権

尼崎
一般戦

芦屋GⅡ
レディースオールスター

尼崎
ﾙｰｷｰ

浜名湖GⅠ
浜名湖賞

平和島
一般戦

三国GⅠ
近畿地区選手権

多摩川GⅠ
関東地区選手権

戸田
一般戦

尼崎
ﾙｰｷｰ

多摩川
一般戦

平和島
ヴィーナスシリーズ

戸田GⅢ
ｵｰﾙﾚﾃﾞｨｰｽ

蒲郡
一般戦

大村GⅠ
九州地区選手権

丸亀GⅠ
四国地区選手権

大村
一般戦

住之江
一般戦

大村
一般戦

住之江GⅠ
太閤賞

大村
一般戦

桐生
一般戦

住之江
一般戦

蒲郡
一般戦

桐生
一般戦

蒲郡GⅢ
KIRIN CUP

桐生
一般戦

若松
一般戦

デーレース ナイターレース

役立っています！	ボートピアなんぶ交付金
ゴミステーションを整備したことにより、地域を衛生的に保ち、魅力ある定住環境を
構築することができるとともに、地域住民の環境保全に対する意識の高まりが期待
されます。（下名久井町内会）

福
地
短
歌
会

前
足
を
吾
に
乗
せ
く
る
柴
犬
が
孫
ら
と
育
ち
ひ
と
り
老
い
づ
く

川
守
田
慶
三

久
々
に
雪
の
正
月
期
待
し
て
雪
を
乞
い
つ
つ
降
る
な
と
願
ふ

大
久
保
雪
夫

き
ら
め
い
て
外
の
青
色
電
飾
が
イ
ブ
を
待
っ
て
る
数
日
前
か
ら

奥
寺　

睦
子

水
さ
す
と
寄
れ
ば
プ
リ
ム
ラ
匂
ひ
く
る
花
咲
き
充
ち
て
部
屋
に
輝
く

工
藤　

裕
正

犬
の
子
が
堰
の
氷
に
脚
伸
ば
し
爪
で
掻
い
て
は
首
を
傾
げ
る

坂
上　

傳
吉

ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
に
要
せ
し
三
時
間
海
馬
の
闇
の
回
路
を
旅
す

水
梨　

正
夫

初
詣
に
吉
を
引
き
た
る
め
で
た
さ
を
歌
に
詠
み
た
り
新
し
き
朝

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

気
に
か
か
る
言
葉
を
辞
典
に
調
べ
れ
ば
ま
た
疑
問
出
て
旅
す
る
ご
と
し

馬
場　

昭
子

紅
白
の
歌
聞
き
終
へ
て
産
土
へ
コ
ロ
ナ
の
ゆ
ゑ
か
人
影
ま
ば
ら

馬
場　
　

操

雪
覆
ふ
里
は
冬
眠
せ
る
ご
と
し
薄
き
日
ざ
し
の
今
日
冬
至
な
り

馬
場　

敬
子

歳
末
に
寒
波
到
来
身
も
こ
ほ
る
寒
き
倉
庫
に
り
ん
ご
選
果
す

坂
本　

綾
子

さ
さ
や
か
な
暮
ら
し
の
音
を
も
飲
み
込
み
て
雪
降
り
つ
づ
く
過
疎
す
す
む
里

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

水
ぬ
き
し
池
は
枯
葉
の
海
と
な
り
風
吹
く
た
び
に
寒
さ
波
立
つ

一
ノ
渡　

綮

高
齢
に
冬
の
寒
さ
が
身
に
し
み
る
春
待
つ
気
も
ち
図
鑑
ひ
ら
き
見

中
野　

静
子

あ
の
雲
の
上
は
ひ
よ
り
日
輝
い
て
下
界
は
暮
れ
て
寒
さ
迫
り
来

藤
野　

幸
枝

こ
よ
み
手
に
小
寒
大
寒
お
い
か
け
て
立
春
か
ぞ
え
る
冬
至
の
朝
に

向
山　

敦
子

寒
い
夜
義
母
の
肩
口
覆
っ
た
ら
歯
の
な
い
赤
児
と
大
笑
い
す
る

工
藤　

孔
子

我
招
き
閉
じ
て
欲
し
い
と
願
う
ご
と
明
け
の
寒
さ
に
電
話
ボ
ッ
ク
ス

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

狭
庭
辺
の
青
き
芝
生
も
雪
積
み
て
す
が
す
が
と
待
つ
新
春
の
朝

奥　

あ
さ
子

狭
庭
辺
に
鳴
く
鳥
の
名
は
知
ら
ざ
る
も
春
す
ぐ
そ
こ
と
心
は
づ
ま
す

木
村
ひ
な
子

降
り
止
ま
ず
秋
雨
つ
づ
く
寒
き
日
に
こ
と
し
初
め
て
長
袖
を
出
す

安
ヶ
平
千
代

ジ
ャ
ン
プ
し
て
の
ぞ
く
杵
餅
艶
め
き
ぬ
切
り
分
け
る
こ
ろ
雪
ん
こ
の
来
る

山
下　

幸
枝

逆
立
ち
の
竹
の
箒
の
か
た
ち
し
て
雪
晴
れ
を
掃
く
ポ
プ
ラ
ひ
と
も
と

八
木
田
順
峰

スポーツ安全保険に加入しませんか？

問合せ　スポーツ安全協会青森県支部
　　　　☎ 017-718-1136
※詳しくはホームページ(www.sportsanzen.org)

をご覧ください。

スポーツ・文化活動など幅広く適用されます。
４名以上の団体でご加入ください。
対象となる事故　団体活動中の事故、往復中の

事故(自動車事故による賠償責任保険は適用外)
補償内容　傷害保険（通院、入院、後遺障害、

死亡）、賠償責任保険、突然死葬祭費用保険
受付期間　３月１日(月) ～令和４年３月30日(水)
保険期間　令和３年４月１日(木)午前０時
　　　　　～令和４年３月31日(木)午後12時

※令和３年４月１日以降に手続きした場合は、
翌日の午前０時から適用されます。

掛金　１人年額800円～11,000円（団体の活動
内容・年齢などによって異なります）
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納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を

全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て

年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。

※
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
が

承
認
さ
れ
る
と
、
付
加
年
金
及

び
農
業
者
年
金
、
国
民
年
金
基

金
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
付
加
年
金
お
よ
び
農
業
者

年
金
、
国
民
年
金
基
金
は
さ
か

の
ぼ
っ
て
の
加
入
が
で
き
ま
せ

ん
。

問
合
せ

　

住
民
生
活
課
（
南
部
分
庁
舎
）

　

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
５
０
９

　

八
戸
市
と
連
携
し
て
生
活
再
建

相
談
事
業
を
行
っ
て
い
る
消
費
者

信
用
生
活
協
同
組
合
に
よ
る
無
料

お知らせ
information

行政相談・人権相談
期日　３月４日(木)
時間　13時～15時
場所　福地公民館・剣吉公民館・
　　　南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）

☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部

分庁舎）☎0179-34-2509

３・４月の休日窓口開設日
期日　３月６日（土）、20日（土）　　　　
　　　４月３日（土）、17日（土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　�住民票・印鑑証明書　
　　　　　の交付、印鑑登録
※�平日は、当日16時までの電話

予約で、18時まで窓口の時間
を延長できます。業務内容は
休日窓口と同じです。

問合せ  住民生活課（南部分庁舎）
☎0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（令和３年１月20日現在）

対先月比

人　口 17,545 人 （−34）
男 8,348 人 （－23）
女 9,197 人 （−11）

世帯数 7,478 世帯（－７）

開催案内
精
神
障
害
者
家
族
会

「
語
ら
い
の
会
」

　
　
　

　

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘

れ
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
は
、
各

庁
舎
の
窓
口
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

免
除
申
請

（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額

免
除
ま
た
は
一
部
免
除
と
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
一
部
免
除
に
つ

い
て
は
、
一
部
納
付
保
険
料
を

納
付
し
な
い
と
未
納
期
間
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

納
付
猶
予
申
請

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、

在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
、保
険
料
免
除・

制度案内
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度

開催案内
「
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け

に
行
こ
う
！
」
相
談
会

相
談
会
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
や

弁
護
士
が
お
金
や
暮
ら
し
に
関
す

る
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
丁
寧
に

聴
き
取
り
し
、
一
緒
に
解
決
の
糸

口
を
見
つ
け
ま
す
。

実
施
日　
2
月
27
日
（
土
）

場
所　
信
用
生
協　

八
戸
事
務
所

（
八
戸
市
大
字
八
日
町
36　

　
　

第
一
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
4
階
）

相
談
の
対
象　

　

お
金
の
問
題
（
多
重
債
務
問
題

な
ど
）、
遺
産
相
続
、
不
動
産

売
買
、
税
金
等
公
共
料
金
の
滞

納
、
Ｄ
Ｖ
・
離
婚
問
題
、
そ
の

他
く
ら
し
に
関
す
る
悩
み
事

相
談
料　
無
料　

※
た
だ
し
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・
問
合
せ

　

信
用
生
協　

八
戸
事
務
所

　

☎
０
１
２
０
・１
０
２
・０
８
４

広告

広報なんぶちょう 2月号 20



新型コロナウイルスワクチン
接種事業対策室について

費
税
と
の
合
計
額
を
国
に
納
め
ま

す
。納
め
ら
れ
た
地
方
消
費
税
は
、

国
か
ら
県
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
年
の
個
人
事
業
者
の
消
費

税
・
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と

納
税
の
期
限
は
、３
月
31
日
（
水
）

ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
・
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

三
八
地
域
県
民
局　

県
税
部

　

課
税
第
一
課

　

☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
活
用
し
た
訓
練
放

送
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
内
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
訓

練
放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
精
神
に

障
害
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
、
交
流
し
て

い
ま
す
。

　

申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　
２
月
20
日
（
土
）　　
　

　
　
　

11
時
~
13
時
30
分

場
所　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　

健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

所
得
税
・
住
民
税

　

今
年
の
所
得
税
・
住
民
税
の
申

告
期
限
は
３
月
15
日
（
月
）
ま
で

で
す
。
例
年
、
期
限
の
間
際
に
な

り
ま
す
と
申
告
会
場
が
混
み
合

い
、
お
待
ち
い
た
だ
く
時
間
も
長

く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申

告
く
だ
さ
い
。

消
費
税
・
地
方
消
費
税

　

県
の
税
金
で
あ
る
地
方
消
費
税

は
、
国
の
消
費
税
と
同
じ
申
告
書

で
一
緒
に
税
務
署
に
申
告
し
、
消

実
施
日
時

　

２
月
17
日
（
水
）
11
時

問
合
せ

　

総
務
課
（
本
庁
舎
）

　

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
１

　

八
戸
免
許
試
験
場
で
は
、
例
年

２
月
・
３
月
は
運
転
免
許
更
新
手

続
者
の
ほ
か
、
高
校
生
等
に
よ
る

運
転
免
許
取
得
受
験
者
が
集
中

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

２月18日（木）

開催案内
精
神
障
害
者
家
族
会

「
語
ら
い
の
会
」

協力依頼
申
告
は
お
早
め
に

し
、
非
常
に
混
雑
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
の
た
め
、
受
験
者
の
集
中

が
見
込
ま
れ
る
本
年
２
月
・
３
月

は
、
次
の
と
お
り
免
許
関
係
事
務

を
曜
日
に
よ
っ
て
区
分
し
て
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

期
間　
２
月
~
４
月
30
日
（
金
）

試
験
業
務　
月
・
火

更
新
業
務

日
・
水
・
木
・
金

※
八
戸
試
験
場
の
日
・
金
曜
日
の

開
設
日
は
、
第
２・４
日
曜
日
、

第
１・３・５
金
曜
日
で
す
。

※
再
交
付
・
記
載
事
項
変
更
等
の

試
験
・
更
新
以
外
の
業
務
は
、

通
常
ど
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
合
せ

　

三
戸
警
察
署

　

☎
０
１
７
９
・
22
・
１
１
３
５

　

八
戸
警
察
署

　

☎
０
１
７
８
・
43
・
４
１
４
１

実施案内
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

の
訓
練
放
送
に
つ
い
て

実施案内
運
転
免
許
試
験
場
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

　町では１月22日に、新型コロ
ナウイルスワクチン接種事業対策
室を立ち上げました。接種を円滑
に実施し、町民の皆さんへ安心を
お届けできるよう、スピード感を
持ってワクチン接種への対応を進
めていきます。

辞令交付式では工藤町長から対策室の
職員へ辞令が手渡されました

広告

青森県三戸郡南部町沖田面荒田13番地1  TEL:0179-20-6211 ■開館は午前 10時。※未成年者の舟券購入は法律で禁じられています。

至八戸・
十和田

至二戸・
盛岡

青い森鉄道
三戸駅

●南部病院
青い森鉄道

国道4号

旧国道

向小学校
●

●
かんぶん

薬
王
堂
●

町
民
●

体
育
館

南
部
町
役
場
●

分
庁
舎100円から遊べる、ボートレース専用場外発売場！

昼も夜も開催中！

南部町広報　176×45mm

ボートピアなんぶ
キャラクター
にゃんぶ

広告
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00 ２月号

第 63号
発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-84-2124

▽ 12月定例会の主な議案　（24 ㌻～ 26 ㌻）

▽ 議案に対する主な質疑　（27 ㌻）

▽ 一般質問

 ⇒ コロナ禍の中、財政への影響と予算編成の留意事項は。
 　 ふるさと運動公園を町民運動会の会場とする考えは。（28 ㌻）
 ⇒ 高校生の通学、若者世代の定住支援の今後の方針は。
 　 観光を呼び込む「遊び場」と「多目的トイレ」の整備は。（29 ㌻）
▽ 常任委員会報告 （30 ㌻～ 31 ㌻）

▽ 議会傍聴など （31 ㌻）

　11 月 30 日から 12 月９日まで、第 98 回南部町議会定例会が開かれました。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、議場内に飛沫防止用アクリル板を設置し審議しています。
　また、議場内でのマスクの着用を徹底し感染拡大防止に努めています。

南部町医療センターからの
お知らせ	 ☎	0178-76-2001

青森労災病院医師の診療日

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時～

２月10日（水）、24日（水）

泌尿器科 要予約
診療　13時～

２月９日（火）、15日（月）

町営市場の販売状況（12月16日～１月15日）

品　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

ふじ （りんご） 4,912 805 164 191

サンふじ （りんご） 572,077 96,026 168 208

王林 （りんご） 42,201 6,166 146 151

紅玉 （りんご） 4,472 415 93 132

シナノゴールド （りんご） 10,626 1,580 149 152

サンジョナゴールド （りんご） 3,564 449 126 207

ぐんま名月 （りんご） 1,286 131 102 99

はるか （りんご） 4,632 830 179 235

長　芋 33,830 7,881 233 138

にんにく 18,342 37,018 2,018 680

キャベツ 7,340 454 62 53

白　菜 3,940 189 48 55

短根人参 4,250 303 71 76

赤かぶ 7,600 455 60 50

ね　ぎ 11,555 3,494 302 203

ゴボウ 4,832 1,576 326 138

ほうれん草 2,343 1,168 498 661

小松菜 467 166 355 473

干　柿 9,291 3,939 424 430

●今月の休場日
２月７日（日）、11日（木）、14日（日）、17日（水）、21日（日）、23日（火）、
　　28日（日）
３月３日（水）、７日（日）、10日（水）、14日（日）、20日（土）、21日（日）

24日（水）、28日（日）、31日（水）

イベント等の中止のお知らせ

下記については、新型コロナウイルスの感染予防
のため、中止となりました。

イベント・行事名 予定していた日程
極寒祭 ２月上旬～中旬

新三戸地区葬祭場使用料について

　令和３年４月１日から、三戸地区葬祭場
の使用料を下記のとおり改正します。
　本改正は、葬祭場を利用する方から新た
に施設使用料を負担いただくものです。利
用者の皆さんのご理解をお願いします。

区分 単位
金額

組織町内
居住者

組織町外
居住者

火葬炉
使用料

12 歳以上 体

無料

33,000 円

12 歳未満 体 24,000 円

死産児 胎 20,000 円

身体の一部 1 人分 7,000 円

改葬 体 20,000 円

施設使用料
（火葬炉を除く） １回 2,000 円 4,000 円

問合せ
　三戸地区環境整備事務組合
　☎ 0179-23-0567

編集後記
今月の表紙はベリーズ司園で行われているいちご

狩り。取材の際、園児の皆さんがおいしそうにいち
ごを食べているのを見ているうちに自分もいちご狩
りをしてみたくなり、後日体験してきました。とち
おとめと紅ほっぺを食べ比べてみましたが、濃厚で
甘味と酸味のバランスがよい紅ほっぺが好みの味で、
おいしく、たくさんいただくことができました。皆
さんも足を運んでみてはいかがでしょうか。【み】

広告
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00 ２月号

第 63号
発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-84-2124

▽ 12月定例会の主な議案　（24 ㌻～ 26 ㌻）

▽ 議案に対する主な質疑　（27 ㌻）

▽ 一般質問

 ⇒ コロナ禍の中、財政への影響と予算編成の留意事項は。
 　 ふるさと運動公園を町民運動会の会場とする考えは。（28 ㌻）
 ⇒ 高校生の通学、若者世代の定住支援の今後の方針は。
 　 観光を呼び込む「遊び場」と「多目的トイレ」の整備は。（29 ㌻）
▽ 常任委員会報告 （30 ㌻～ 31 ㌻）

▽ 議会傍聴など （31 ㌻）

　11 月 30 日から 12 月９日まで、第 98 回南部町議会定例会が開かれました。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、議場内に飛沫防止用アクリル板を設置し審議しています。
　また、議場内でのマスクの着用を徹底し感染拡大防止に努めています。
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◎ 主な議案（第98回定例会）

01２月号02 ２月号

◎ 主な議案（第98回定例会）

第
98
回
南
部
町
議
会
定
例
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策

を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
承
認

第
98
回
定
例
会
に
は
、専
決
処
分
の
報
告
お
よ
び
承
認
、条
例
の
制
定・一
部
改
正
・

廃
止
、
令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
、
２
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

11
月
30
日
〜
12
月
９
日

入館児童数の減少により廃止するゆとりあ児童館入館児童数の減少により廃止するゆとりあ児童館

主
な
議
案

■
南
部
町
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
提
出
者
】

　
南
部
町
議
会

　
　
　
副
議
長
　
沼
畑
俊
一

【
提
案
理
由
】

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
飲
食
業
者

緊
急
対
策
支
援
金
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
支
援
策
が

実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
終

息
す
る
見
込
み
も
立
た

ず
、
地
域
経
済
が
低
迷
し

て
い
る
。

　
　
各
種
事
業
の
財
源
と
し

て
少
し
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
、
議
員
の
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
12
月
期
に

お
い
て
０
・
０
５
月
減
額

し
１
・
５
５
月
と
す
る
も

の
。
な
お
、
令
和
３
年
６

月
お
よ
び
12
月
の
支
給
割

合
は
そ
れ
ぞ
れ
１
・
５
７

５
月
と
す
る
。

▽
　
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

条

　例

議
員
提
出

議

　
　案

専
決
処
分

専
決
処
分

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
経
済
対
策
第
５
弾

と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
経
済
対
策
特
別

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を

発
行
す
る
た
め
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
８
４
０

０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
６
０
億
２
２
４
万
３

千
円
と
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
埖
渡
消
防
拠
点
施
設
建

設
工
事
）

▽
　
外
構
工
事
に
お
け
る
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
お
よ
び

側
溝
整
備
の
追
加
な
ど
の

た
め
、
請
負
代
金
５
１
０

２
万
４
６
０
０
円
に
、
１

３
１
万
３
４
０
０
円
を
追

加
す
る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

■
南
部
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
青
森
県
特
別
職
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
の
見
直

し
に
伴
い
、県
に
準
じ
て
、

12
月
の
期
末
手
当
を
０
・

０
５
月
引
き
下
げ
１
・
５

５
月
と
し
、
令
和
３
年
６

月
お
よ
び
12
月
の
支
給
割

合
を
そ
れ
ぞ
れ
１
・
５
７

５
月
と
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

▽
　
青
森
県
職
員
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
の
見
直
し

に
伴
い
、
県
に
準
じ
て
、

12
月
の
期
末
手
当
を
０
・

０
５
月
引
き
下
げ
１
・
２

月
と
し
、
令
和
３
年
６
月

お
よ
び
12
月
の
支
給
割
合

を
そ
れ
ぞ
れ
１
・
２
２
５

月
と
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

　
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
お
よ
び
フ
ル

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
は
、
翌
年
度
か
ら
適
用

す
る
。

■
南
部
町
指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
及
び
指
定

居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
の
公
布

に
伴
い
、
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
に
お
け
る
管

理
者
の
資
格
に
係
る
要
件

の
緩
和
お
よ
び
経
過
措
置

期
間
を
延
長
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

↙
条
例
の
つ
づ
き

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ

う
、
保
険
税
軽
減
判
定
所

得
の
見
直
し
を
行
う
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
承
認
地
域
経
済
牽

引
事
業
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
施
設
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長

発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
法
律
が
一
部
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
引
用
条

項
に
ず
れ
が
生
じ
た
た

め
、
引
用
条
項
を
修
正
す

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
厚
生
労
働
省
で
定
め
て

い
る
、
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
の
運
用
上
の
取

扱
い
に
つ
い
て
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
従
事
職
員
に
つ

い
て
、
保
育
士
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
職
員
に
准

看
護
師
を
加
え
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
議
会
議
員
及
び
南

部
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
制
定

▽
　
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ

れ
、
選
挙
公
営
が
拡
大
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
選
挙

運
動
用
自
動
車
の
使
用
に

係
る
経
費
、
ビ
ラ
の
作
成

費
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
費
を

公
費
負
担
と
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
奨
学
金
貸
付
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
町
が
定
住
支
援
策
と
し

て
免
除
し
て
い
る
奨
学
金

の
免
除
額
の
２
分
の
１
が

特
別
交
付
税
措
置
さ
れ
る

こ
と
を
受
け
、
国
の
対
象

要
件
を
満
た
す
た
め
、
奨

学
金
の
返
済
免
除
の
対
象

を
高
校
生
以
上
に
拡
大
す

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
の
消
防
団
員
の
定

員
、
任
用
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▽
　
人
口
減
少
お
よ
び
高
齢

化
率
の
上
昇
に
伴
い
、
消

防
団
員
の
定
数
を
現
状
に

応
じ
た
定
数
と
な
る
よ

う
、
定
数
７
４
１
人
を
７

０
３
人
と
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

陳

　情

■「
学
校
給
食
の
無
償
化
」

を
も
と
め
る
陳
情

【
提
出
者
】

学
校
給
食
無
料
化
を
め
ざ

す
青
森
市
民
の
会

　
和
田
力

【
趣
旨
】

　
　
公
教
育
の
機
会
均
等
の

立
場
か
ら
も
、
居
住
す
る

地
域
に
よ
っ
て
教
育
費
負

担
に
著
し
い
格
差
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
全
て

の
小
・
中
学
校
で
学
校
給

食
を
実
施
し
、
給
食
費
を

無
料
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

食
生
活
の
確
立
の
た
め
に

食
育
が
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
踏
ま
え
、
国

の
責
任
で
、「
給
食
費
の

無
償
化
を
行
う
こ
と
」
を

求
め
る
意
見
書
を
国
に
対

し
て
提
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

▽
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。
審
査
結

果
は
「
採
択
す
べ
き
も

の
」。

▽
　
本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「
採
択
」
と
し
、

国
に
対
す
る
意
見
書
を
送

付
し
た
。

■
南
部
町
立
児
童
館
条
例
の

廃
止

▽
　
入
館
児
童
数
の
減
少
に

よ
る
「
町
立
ゆ
と
り
あ
児

童
館
」
の
廃
止
に
伴
い
、

条
例
の
廃
止
を
行
っ
た
。

　
有
限
会
社
西
塚
建
設
工
業

　
代
表
取
締
役
　
西
塚
義
美

選挙運動の公費負担に関する条例（概要）

 × × 頒布不可 供託金無

 × × ×

選挙運動用
自動車

選挙運動用
ポスター

選挙運動用
ビラ

区分 供託金額

供託金導入
15万円

公営の有無

50 万円

南部町議会議員選挙

南部町長選挙

○

○ ○ ○

頒布解禁
公営対象○

　南部町議会議員選挙および南部町長選挙における選挙運動
経費の一部が公費負担になります。
　問合せ　選挙管理委員会（本庁舎）　☎0178-84-2111

広報なんぶちょう 2月号 24



◎ 主な議案（第98回定例会）

01２月号02 ２月号

◎ 主な議案（第98回定例会）

第
98
回
南
部
町
議
会
定
例
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策

を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
承
認

第
98
回
定
例
会
に
は
、専
決
処
分
の
報
告
お
よ
び
承
認
、条
例
の
制
定・一
部
改
正
・

廃
止
、
令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
、
２
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

11
月
30
日
〜
12
月
９
日

入館児童数の減少により廃止するゆとりあ児童館入館児童数の減少により廃止するゆとりあ児童館

主
な
議
案

■
南
部
町
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
提
出
者
】

　
南
部
町
議
会

　
　
　
副
議
長
　
沼
畑
俊
一

【
提
案
理
由
】

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
飲
食
業
者

緊
急
対
策
支
援
金
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
支
援
策
が

実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
終

息
す
る
見
込
み
も
立
た

ず
、
地
域
経
済
が
低
迷
し

て
い
る
。

　
　
各
種
事
業
の
財
源
と
し

て
少
し
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
、
議
員
の
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
12
月
期
に

お
い
て
０
・
０
５
月
減
額

し
１
・
５
５
月
と
す
る
も

の
。
な
お
、
令
和
３
年
６

月
お
よ
び
12
月
の
支
給
割

合
は
そ
れ
ぞ
れ
１
・
５
７

５
月
と
す
る
。

▽
　
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

条

　例

議
員
提
出

議

　
　案

専
決
処
分

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
経
済
対
策
第
５
弾

と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
経
済
対
策
特
別

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を

発
行
す
る
た
め
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
８
４
０

０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
６
０
億
２
２
４
万
３

千
円
と
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
埖
渡
消
防
拠
点
施
設
建

設
工
事
）

▽
　
外
構
工
事
に
お
け
る
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
お
よ
び

側
溝
整
備
の
追
加
な
ど
の

た
め
、
請
負
代
金
５
１
０

２
万
４
６
０
０
円
に
、
１

３
１
万
３
４
０
０
円
を
追

加
す
る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

■
南
部
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
青
森
県
特
別
職
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
の
見
直

し
に
伴
い
、県
に
準
じ
て
、

12
月
の
期
末
手
当
を
０
・

０
５
月
引
き
下
げ
１
・
５

５
月
と
し
、
令
和
３
年
６

月
お
よ
び
12
月
の
支
給
割

合
を
そ
れ
ぞ
れ
１
・
５
７

５
月
と
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

▽
　
青
森
県
職
員
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
の
見
直
し

に
伴
い
、
県
に
準
じ
て
、

12
月
の
期
末
手
当
を
０
・

０
５
月
引
き
下
げ
１
・
２

月
と
し
、
令
和
３
年
６
月

お
よ
び
12
月
の
支
給
割
合

を
そ
れ
ぞ
れ
１
・
２
２
５

月
と
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

　
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
お
よ
び
フ
ル

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
は
、
翌
年
度
か
ら
適
用

す
る
。

■
南
部
町
指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
及
び
指
定

居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
の
公
布

に
伴
い
、
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
に
お
け
る
管

理
者
の
資
格
に
係
る
要
件

の
緩
和
お
よ
び
経
過
措
置

期
間
を
延
長
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

↙
条
例
の
つ
づ
き

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ

う
、
保
険
税
軽
減
判
定
所

得
の
見
直
し
を
行
う
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
承
認
地
域
経
済
牽

引
事
業
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
施
設
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長

発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
法
律
が
一
部
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
引
用
条

項
に
ず
れ
が
生
じ
た
た

め
、
引
用
条
項
を
修
正
す

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
厚
生
労
働
省
で
定
め
て

い
る
、
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
の
運
用
上
の
取

扱
い
に
つ
い
て
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
従
事
職
員
に
つ

い
て
、
保
育
士
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
職
員
に
准

看
護
師
を
加
え
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
議
会
議
員
及
び
南

部
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
制
定

▽
　
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ

れ
、
選
挙
公
営
が
拡
大
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
選
挙

運
動
用
自
動
車
の
使
用
に

係
る
経
費
、
ビ
ラ
の
作
成

費
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
費
を

公
費
負
担
と
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
奨
学
金
貸
付
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
町
が
定
住
支
援
策
と
し

て
免
除
し
て
い
る
奨
学
金

の
免
除
額
の
２
分
の
１
が

特
別
交
付
税
措
置
さ
れ
る

こ
と
を
受
け
、
国
の
対
象

要
件
を
満
た
す
た
め
、
奨

学
金
の
返
済
免
除
の
対
象

を
高
校
生
以
上
に
拡
大
す

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
の
消
防
団
員
の
定

員
、
任
用
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▽
　
人
口
減
少
お
よ
び
高
齢

化
率
の
上
昇
に
伴
い
、
消

防
団
員
の
定
数
を
現
状
に

応
じ
た
定
数
と
な
る
よ

う
、
定
数
７
４
１
人
を
７

０
３
人
と
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

陳

　情

陳

　情

■「
学
校
給
食
の
無
償
化
」

を
も
と
め
る
陳
情

【
提
出
者
】

学
校
給
食
無
料
化
を
め
ざ

す
青
森
市
民
の
会

　
和
田
力

【
趣
旨
】

　
　
公
教
育
の
機
会
均
等
の

立
場
か
ら
も
、
居
住
す
る

地
域
に
よ
っ
て
教
育
費
負

担
に
著
し
い
格
差
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
全
て

の
小
・
中
学
校
で
学
校
給

食
を
実
施
し
、
給
食
費
を

無
料
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

食
生
活
の
確
立
の
た
め
に

食
育
が
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
踏
ま
え
、
国

の
責
任
で
、「
給
食
費
の

無
償
化
を
行
う
こ
と
」
を

求
め
る
意
見
書
を
国
に
対

し
て
提
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

▽
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。
審
査
結

果
は
「
採
択
す
べ
き
も

の
」。

▽
　
本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「
採
択
」
と
し
、

国
に
対
す
る
意
見
書
を
送

付
し
た
。

■
南
部
町
立
児
童
館
条
例
の

廃
止

▽
　
入
館
児
童
数
の
減
少
に

よ
る
「
町
立
ゆ
と
り
あ
児

童
館
」
の
廃
止
に
伴
い
、

条
例
の
廃
止
を
行
っ
た
。

　
有
限
会
社
西
塚
建
設
工
業

　
代
表
取
締
役
　
西
塚
義
美

選挙運動の公費負担に関する条例（概要）

 × × 頒布不可 供託金無

 × × ×

選挙運動用
自動車

選挙運動用
ポスター

選挙運動用
ビラ

区分 供託金額

供託金導入
15万円

公営の有無

50 万円

南部町議会議員選挙

南部町長選挙

○

○ ○ ○

頒布解禁
公営対象○

　南部町議会議員選挙および南部町長選挙における選挙運動
経費の一部が公費負担になります。
　問合せ　選挙管理委員会（本庁舎）　☎0178-84-2111
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◎ 主な議案（第98回定例会）

03２月号04 ２月号

◎ 議案に対する主な質疑

◎
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

医療センターで実施している抗原検査の様子医療センターで実施している抗原検査の様子

契

　約

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎
事

務
用
備
品
）

▽
　
新
庁
舎
で
使
用
す
る
事

務
机
、
椅
子
、
書
棚
な
ど

を
購
入
す
る
も
の
。
納
入

期
限
は
令
和
３
年
３
月
26

日
。

【
請
負
代
金
】

１
億
８
１
２
８
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
八
戸
事
務
機
販
売
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
玉
井
一

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎
ブ

ラ
イ
ン
ド
・
カ
ー
テ
ン
）

▽
　
新
庁
舎
に
設
置
す
る
横

型
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
ド
レ
ー

プ
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
購
入

す
る
も
の
。
納
入
期
限
は

令
和
３
年
３
月
26
日
。

【
請
負
代
金
】

６
０
４
万
７
８
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
有
限
会
社
掛
端
呉
服
店

　
代
表
取
締
役
　
掛
端
正
宣

■
財
産
の
取
得
（
シ
ス
テ
ム

プ
リ
ン
タ
）

▽
　
納
付
書
な
ど
を
印
刷
す

る
プ
リ
ン
タ
を
更
新
す
る

た
め
、
シ
ス
テ
ム
プ
リ
ン

タ
１
台
を
購
入
す
る
も

の
。
納
入
期
限
は
令
和
３

年
３
月
26
日
。

【
請
負
代
金
】

１
０
５
３
万
８
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム

　
代
表
取
締
役
　
大
貫
真
弓

■
財
産
の
取
得
（
南
部
町
立

小
中
学
校
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
）

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
の
対
策
の
た

め
、
町
内
小
中
学
校
に
設

置
す
る
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
12
台
を
購

入
す
る
も
の
。
納
入
期
限

は
令
和
３
年
３
月
15
日
。

【
請
負
代
金
】

９
８
６
万
４
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
三
幸
堂
ビ
ジ
ネ

ス
　
八
戸
支
店

　
支
店
長
　
中
村
愛
次
朗

■
財
産
の
取
得
（
南
部
町
立

小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

▽
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
対
応
す
る
た
め
、
小

中
学
校
全
児
童
生
徒
お
よ

び
教
職
員
が
使
用
す
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
１
２
１
４

台
を
購
入
す
る
も
の
。
納

入
期
限
は
令
和
３
年
３
月

26
日
。

【
請
負
代
金
】

５
８
７
５
万
７
６
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
サ
ン
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

　
代
表
取
締
役
　
三
浦
克
之

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

【
問
】
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
を
増
額
し
て
い

る
が
、
対
象
者
の
人
数
と

近
年
の
動
向
は
。

工
藤
愛
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
当
初
、
５
人
分
を
見
込

ん
で
い
た
が
、
今
年
度
に

入
り
申
請
が
増
加
し
た
た

め
、
今
回
新
た
に
５
人
分

を
計
上
し
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

【
問
】
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
額
や
、
交
付

金
を
充
当
し
た
町
が
行
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経

済
対
策
を
広
報
誌
な
ど
を

通
じ
て
広
く
周
知
し
て
は

ど
う
か
。

西
野
耕
太
郎
　議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
対
応
す
る
。

※

　広
報
な
ん
ぶ
ち
ょ
う
１

月
号
４
㌻
お
よ
び
こ
の

ペ
ー
ジ
下
段
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

■
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

【
問
】
ご
近
所
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
事
業
が
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
開
催
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
実
施
す
る

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

示
す
考
え
は
。

山
田
賢
司
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
現
状
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
な
い
ま
ま
、
自

粛
を
行
っ
て
き
た
。今
後
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を

検
討
し
て
い
く
。

■
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

【
問
】
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

認
知
症
簡
易
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
機
器
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

八
木
田
憲
司
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
回
答

す
る
こ
と
で
、
対
象
者
の

認
知
度
を
簡
易
に
計
測
す

る
も
の
。

■
令
和
２
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
問
】
補
助
金
を
受
け
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
は
、
地

域
医
療
構
想
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
。

川
守
田
稔
　議
員

【
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
長
答
弁
】

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
地
域
に
関
わ
る
医

療
が
率
先
し
て
活
動
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、

自
治
体
病
院
な
ど
の
機
能

再
編
成
の
話
が
あ
っ
た
地

域
医
療
構
想
は
、
現
在
、

協
議
が
止
ま
っ
て
い
る
状

態
で
あ
る
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
７
８
１
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
６
０
億
１

０
０
５
万
３
千
円
と
し

た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

議
会
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入

費
３
４
５
万
１
千
円
、
合

併
15
周
年
を
記
念
し
作
成

す
る
エ
コ
バ
ッ
ク
製
作
費

８
２
５
万
円
な
ど
。

■
令
和
２
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽
　
給
与
関
係
諸
費
を
減
額

す
る
と
と
も
に
、
報
償
費

や
積
立
金
な
ど
を
増
額

し
、
予
算
の
組
み
替
え
を

行
っ
た
。
な
お
、
予
算
総

額
に
変
更
は
な
い
。

■
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

▽
　
健
康
セ
ン
タ
ー
電
気
料

金
の
請
求
額
に
誤
り
が
あ

り
、
不
足
分
を
支
払
う
た

め
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
７
６
万
８
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
24
億
８
５

３
万
７
千
円
と
し
た
。

■
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
３
９
２
万
４
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
28
億
３
０

１
２
万
６
千
円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
認
知
症

簡
易
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機

器
２
セ
ッ
ト
の
購
入
費
１

３
２
万
円
な
ど
。

■
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▽
　
制
度
改
正
に
伴
う
後
期

高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
の

改
修
費
と
し
て
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
１
０
８

万
９
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
２
億
６
８
８
３
万
円

と
し
た
。

■
令
和
２
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
　
収
益
的
収
入
お
よ
び
支

出
に
２
８
３
０
万
４
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
11
億

６
８
３
０
万
３
千
円
と
し

た
。
歳
出
の
主
な
内
容
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
応
従
事
者
慰
労
金
交

付
事
業
給
付
金
２
５
０
０

万
円
な
ど
。

　
　
資
本
的
収
入
予
定
額
に

３
８
３
６
万
４
千
円
を
追

加
し
、
資
本
的
収
入
予
定

額
の
総
額
を
３
億
３
０
２

万
２
千
円
と
し
た
。

　
　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
患
者
受
入

体
制
整
備
の
た
め
、
超
音

波
画
像
診
断
装
置
な
ど
の

購
入
費
用
と
し
て
、
資
本

的
支
出
予
定
額
に
５
４
６

予

　算

９
万
８
千
円
を
追
加
し
、

資
本
的
支
出
予
定
額
の
総

額
を
３
億
４
６
４
９
万
１

千
円
と
し
た
。

新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金と主な施策
　国から交付される「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用し、さまざまな新型コロ
ナウイルス感染症対策を実施してきました。交付決定額および町が実施してきた主な施策は以下のとおり。

 緊急対策支援金 約 3,250 万円（内交付金：約 1,760 万円）

 農畜産業先行型持続化給付事業給付金 約２億 3,230 万円（内交付金：約２億 3,230 万円）

 大学生等を持つ親等への支援金 約 3,190 万円（内交付金：約 3,190 万円）

 防災施設感染予防拡大防止事業 約 2,440 万円（内交付金：約 2,440 万円）

 経済対策特別プレミアム商品券発行事業 約 8,400 万円（内交付金：約 8,400 万円）

施　　策 事業費 
●交付金を活用した主な事業

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
（第１次および第２次交付決定額）

約４億 8,000 万円
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◎ 主な議案（第98回定例会）

03２月号04 ２月号

◎ 議案に対する主な質疑

◎
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

医療センターで実施している抗原検査の様子医療センターで実施している抗原検査の様子

契

　約

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎
事

務
用
備
品
）

▽
　
新
庁
舎
で
使
用
す
る
事

務
机
、
椅
子
、
書
棚
な
ど

を
購
入
す
る
も
の
。
納
入

期
限
は
令
和
３
年
３
月
26

日
。

【
請
負
代
金
】

１
億
８
１
２
８
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
八
戸
事
務
機
販
売
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
玉
井
一

■
財
産
の
取
得
（
新
庁
舎
ブ

ラ
イ
ン
ド
・
カ
ー
テ
ン
）

▽
　
新
庁
舎
に
設
置
す
る
横

型
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
ド
レ
ー

プ
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
購
入

す
る
も
の
。
納
入
期
限
は

令
和
３
年
３
月
26
日
。

【
請
負
代
金
】

６
０
４
万
７
８
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
有
限
会
社
掛
端
呉
服
店

　
代
表
取
締
役
　
掛
端
正
宣

■
財
産
の
取
得
（
シ
ス
テ
ム

プ
リ
ン
タ
）

▽
　
納
付
書
な
ど
を
印
刷
す

る
プ
リ
ン
タ
を
更
新
す
る

た
め
、
シ
ス
テ
ム
プ
リ
ン

タ
１
台
を
購
入
す
る
も

の
。
納
入
期
限
は
令
和
３

年
３
月
26
日
。

【
請
負
代
金
】

１
０
５
３
万
８
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム

　
代
表
取
締
役
　
大
貫
真
弓

■
財
産
の
取
得
（
南
部
町
立

小
中
学
校
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
）

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
の
対
策
の
た

め
、
町
内
小
中
学
校
に
設

置
す
る
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
12
台
を
購

入
す
る
も
の
。
納
入
期
限

は
令
和
３
年
３
月
15
日
。

【
請
負
代
金
】

９
８
６
万
４
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
三
幸
堂
ビ
ジ
ネ

ス
　
八
戸
支
店

　
支
店
長
　
中
村
愛
次
朗

■
財
産
の
取
得
（
南
部
町
立

小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

▽
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
対
応
す
る
た
め
、
小

中
学
校
全
児
童
生
徒
お
よ

び
教
職
員
が
使
用
す
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
１
２
１
４

台
を
購
入
す
る
も
の
。
納

入
期
限
は
令
和
３
年
３
月

26
日
。

【
請
負
代
金
】

５
８
７
５
万
７
６
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
サ
ン
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

　
代
表
取
締
役
　
三
浦
克
之

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

【
問
】
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
を
増
額
し
て
い

る
が
、
対
象
者
の
人
数
と

近
年
の
動
向
は
。

工
藤
愛
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
当
初
、
５
人
分
を
見
込

ん
で
い
た
が
、
今
年
度
に

入
り
申
請
が
増
加
し
た
た

め
、
今
回
新
た
に
５
人
分

を
計
上
し
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

【
問
】
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
額
や
、
交
付

金
を
充
当
し
た
町
が
行
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経

済
対
策
を
広
報
誌
な
ど
を

通
じ
て
広
く
周
知
し
て
は

ど
う
か
。

西
野
耕
太
郎
　議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
対
応
す
る
。

※
　広
報
な
ん
ぶ
ち
ょ
う
１

月
号
４
㌻
お
よ
び
こ
の

ペ
ー
ジ
下
段
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

■
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

【
問
】
ご
近
所
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
事
業
が
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
開
催
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
実
施
す
る

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

示
す
考
え
は
。

山
田
賢
司
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
現
状
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
な
い
ま
ま
、
自

粛
を
行
っ
て
き
た
。今
後
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を

検
討
し
て
い
く
。

■
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

【
問
】
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

認
知
症
簡
易
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
機
器
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

八
木
田
憲
司
　議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
回
答

す
る
こ
と
で
、
対
象
者
の

認
知
度
を
簡
易
に
計
測
す

る
も
の
。

■
令
和
２
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
問
】
補
助
金
を
受
け
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
は
、
地

域
医
療
構
想
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
。

川
守
田
稔
　議
員

【
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
長
答
弁
】

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
地
域
に
関
わ
る
医

療
が
率
先
し
て
活
動
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、

自
治
体
病
院
な
ど
の
機
能

再
編
成
の
話
が
あ
っ
た
地

域
医
療
構
想
は
、
現
在
、

協
議
が
止
ま
っ
て
い
る
状

態
で
あ
る
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
７
８
１
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
６
０
億
１

０
０
５
万
３
千
円
と
し

た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

議
会
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入

費
３
４
５
万
１
千
円
、
合

併
15
周
年
を
記
念
し
作
成

す
る
エ
コ
バ
ッ
ク
製
作
費

８
２
５
万
円
な
ど
。

■
令
和
２
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽
　
給
与
関
係
諸
費
を
減
額

す
る
と
と
も
に
、
報
償
費

や
積
立
金
な
ど
を
増
額

し
、
予
算
の
組
み
替
え
を

行
っ
た
。
な
お
、
予
算
総

額
に
変
更
は
な
い
。

■
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

▽
　
健
康
セ
ン
タ
ー
電
気
料

金
の
請
求
額
に
誤
り
が
あ

り
、
不
足
分
を
支
払
う
た

め
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
７
６
万
８
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
24
億
８
５

３
万
７
千
円
と
し
た
。

■
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
３
９
２
万
４
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
28
億
３
０

１
２
万
６
千
円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
認
知
症

簡
易
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機

器
２
セ
ッ
ト
の
購
入
費
１

３
２
万
円
な
ど
。

■
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▽
　
制
度
改
正
に
伴
う
後
期

高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
の

改
修
費
と
し
て
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
１
０
８

万
９
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
２
億
６
８
８
３
万
円

と
し
た
。

■
令
和
２
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
　
収
益
的
収
入
お
よ
び
支

出
に
２
８
３
０
万
４
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
11
億

６
８
３
０
万
３
千
円
と
し

た
。
歳
出
の
主
な
内
容
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
応
従
事
者
慰
労
金
交

付
事
業
給
付
金
２
５
０
０

万
円
な
ど
。

　
　
資
本
的
収
入
予
定
額
に

３
８
３
６
万
４
千
円
を
追

加
し
、
資
本
的
収
入
予
定

額
の
総
額
を
３
億
３
０
２

万
２
千
円
と
し
た
。

　
　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
患
者
受
入

体
制
整
備
の
た
め
、
超
音

波
画
像
診
断
装
置
な
ど
の

購
入
費
用
と
し
て
、
資
本

的
支
出
予
定
額
に
５
４
６

予

　算

９
万
８
千
円
を
追
加
し
、

資
本
的
支
出
予
定
額
の
総

額
を
３
億
４
６
４
９
万
１

千
円
と
し
た
。

新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金と主な施策
　国から交付される「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用し、さまざまな新型コロ
ナウイルス感染症対策を実施してきました。交付決定額および町が実施してきた主な施策は以下のとおり。

 緊急対策支援金 約 3,250 万円（内交付金：約 1,760 万円）

 農畜産業先行型持続化給付事業給付金 約２億 3,230 万円（内交付金：約２億 3,230 万円）

 大学生等を持つ親等への支援金 約 3,190 万円（内交付金：約 3,190 万円）

 防災施設感染予防拡大防止事業 約 2,440 万円（内交付金：約 2,440 万円）

 経済対策特別プレミアム商品券発行事業 約 8,400 万円（内交付金：約 8,400 万円）

施　　策 事業費 
●交付金を活用した主な事業

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
（第１次および第２次交付決定額）

約４億 8,000 万円

広報なんぶちょう 2月号27



◎ 一　般　質　問

05２月号06 ２月号

◎ 一　般　質　問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一
　般
　質
　問

ポケットパークに設置予定の遊具ポケットパークに設置予定の遊具

中舘　文雄 議員

　
　感
染
症
に

　
　よ
る
影
響

を
勘
案
し
つ

つ
、
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で

い
く
。

答

　
　コ
ロ
ナ
禍

　
　の
中
、
財

政
へ
の
影
響
と

予
算
編
成
の
留

意
事
項
は
。

問質
　問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
町
内
の
産
業
や
企
業
活

動
な
ど
は
自
粛
が
続
き
、
町

の
財
政
へ
の
影
響
も
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。

　財
政
へ
の
影
響
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
も
含

め
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
令
和
３
年
度
予
算
編
成
に

与
え
る
町
税
収
入
や
交
付
金

な
ど
の
財
源
確
保
に
対
す
る

問
題
点
と
影
響
は
。

②
令
和
３
年
度
予
算
編
成
の

重
点
的
項
目
と
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
の
留
意
項
目
は
。

町
長
答
弁

①
令
和
３
年
度

予
算
編
成
方
針
に
は
、
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０

２
０
」
を
引
用
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
極
め
て
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た

上
で
、
町
の
財
政
が
受
け
る

影
響
額
を
仮
試
算
し
、
全
職

員
へ
通
達
し
た
。
仮
試
算
で

は
、
一
般
財
源
へ
の
影
響
額

は
約
３
億
６
０
０
０
万
円
の

減
と
見
込
ん
で
い
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
勘
案
し
、
既

存
事
業
の
見
直
し
や
新
た
に

必
要
と
な
る
経
費
を
精
査
し

計
上
す
る
こ
と
、
ま
た
、
統

合
庁
舎
で
の
業
務
開
始
に
向

け
、
必
要
と
な
る
経
費
を
漏

れ
な
く
計
上
す
る
こ
と
、
多

額
の
一
般
財
源
の
減
額
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
規

事
業
へ
の
着
手
は
新
た
な
財

源
の
確
保
ま
た
は
既
存
事
業

の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
場
合

以
外
は
原
則
認
め
な
い
こ
と

と
し
た
。

　
将
来
に
わ
た
り
健
全
な
財

政
運
営
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

中
期
的
な
財
政
見
通
し
を
行

い
な
が
ら
令
和
３
年
度
当
初

予
算
の
編
成
に
取
り
組
ん
で

い
く
。　

　ふ
る
さ
と

　
　運
動
公
園

を
町
民
運
動
会

の
会
場
と
す
る

考
え
は
。

問質
　問
　町
民
運
動
会
は
、

南
部
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
と
し
て
い
る
が
、
町

に
は
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
も
あ
り
、
駐
車
場

や
ト
イ
レ
な
ど
も
完
備
さ
れ

て
い
る
た
め
、
会
場
と
し
て

活
用
す
る
べ
き
だ
と
思
い
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
が
町
民
運
動
会
の
会

場
と
し
て
利
用
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
は
。

②
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
を
町
民
運
動
会
の
会

場
と
し
て
活
用
す
る
べ
き
と

思
う
が
、検
討
す
る
考
え
は
。

　
　会
場
や
競

　
　技
種
目
な

ど
、
関
係
団
体

と
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

答教
育
長
答
弁

①
平
成
21
年

度
に
町
内
チ
ー
ム
監
督
と
の

意
見
交
換
や
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
、
町
陸
上
競
技
協
会

と
会
場
選
定
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
ふ

る
さ
と
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
は
広
い
た
め
、
競
技
者
や

競
技
内
容
が
分
か
り
づ
ら
く

臨
場
感
が
な
く
な
る
な
ど
の

意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ト

ラ
ッ
ク
が
タ
ー
タ
ン
仕
様
で

あ
り
、
参
加
者
が
不
慣
れ
な

た
め
、
け
が
の
リ
ス
ク
が
大

き
く
な
る
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
南
部
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
町
民
運
動
会
の
会
場

と
し
て
決
定
し
た
。

　
運
動
会
後
に
は
、
会
場
や

競
技
種
目
な
ど
に
つ
い
て
、

町
内
チ
ー
ム
監
督
な
ど
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お

り
、「
会
場
は
現
状
の
ま
ま

で
よ
い
」
と
の
回
答
が
多
い

た
め
、
南
部
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
し
て
い
る
。

②
南
部
中
学
校
は
、
大
型
の

駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
町
民
体
育
館
な
ど
へ
分

散
し
、
運
動
会
参
加
者
の
駐

車
場
を
確
保
し
て
い
る
。
駐

車
場
の
場
所
が
分
か
り
づ
ら

い
こ
と
や
、
会
場
か
ら
離
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
路

上
駐
車
な
ど
が
見
受
け
ら
れ

る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
や
陸
上
競
技
協
会
な

ど
関
係
団
体
と
協
議
し
、「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
よ
る
ふ

る
さ
と
運
動
公
園
で
の
町
民

運
動
会
の
開
催
に
向
け
て
、

駐
車
場
や
会
場
、
競
技
種
目

な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

検
討
し
て
く
。

工藤　愛 議員

質
　問
　町
と
し
て
支
援
を

掲
げ
た
名
久
井
農
業
高
校
、

三
戸
高
校
の
存
続
に
と
っ

て
、
生
徒
数
の
維
持
・
増
加

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
ま

た
、
移
住
者
や
外
国
人
の
定

住
の
た
め
に
も
、
通
学
・
定

住
支
援
は
欠
か
せ
な
い
も
の

と
考
え
、次
の
質
問
を
す
る
。

①
名
久
井
農
業
高
等
学
校
、

三
戸
高
等
学
校
の
存
続
に
向

け
た
町
の
支
援
策
は
。

②
高
校
生
の
通
学
費
用
に
つ

い
て
、
助
成
の
考
え
は
。

③
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
内
で
掲
げ
ら
れ

た
若
者
向
け
の
住
宅
環
境
整

備
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
と
今
後
の
方
針
は
。

町
長
答
弁

①
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
で
名
久
井
農
業
高
等

学
校
生
徒
の
取
組
紹
介
の

他
、
名
久
井
農
業
高
等
学
校

を
応
援
す
る
意
味
を
込
め
た

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
９

月
か
ら
放
送
し
、
町
内
外
に

魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

　
名
久
井
農
業
高
等
学
校
の

存
続
を
求
め
る
署
名
活
動
で

は
、
１
万
２
０
５
９
名
か
ら

ご
署
名
い
た
だ
い
た
。
11
月

11
日
に
、
存
続
を
求
め
る
要

望
書
と
集
ま
っ
た
署
名
を
県

知
事
お
よ
び
県
教
育
長
へ
提

出
し
、
県
議
会
議
長
に
も
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
今
後
、
名
久
井
農
業
高
等

学
校
に
生
徒
の
全
国
募
集
が

導
入
さ
れ
る
場
合
は
、
学
生

寮
の
増
設
や
整
備
に
対
す
る

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長
答
弁

②
高
校
生
に

対
し
、
多
目
的
バ
ス
回
数
券

を
15
枚
つ
づ
り
１
０
０
０
円

（
通
常
12
枚
で
１
０
０
０
円
）

で
販
売
し
て
い
る
他
、
始
業

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
町
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行

し
、通
学
を
支
援
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
で
は
、
公
益
財

団
法
人
青
森
県
育
英
奨
学
会

の
奨
学
金
を
借
り
て
い
る
高

校
生
に
対
し
、
通
学
費
な
ど

の
一
部
に
つ
い
て
奨
学
金
の

返
還
を
免
除
す
る
取
り
組
み

を
始
め
て
い
る
。

町
長
答
弁

③
チ
ェ
リ
ー
タ

ウ
ン
桜
場
宅
地
分
譲
事
業

は
、
40
区
画
中
36
区
画
の
申

し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
若
者
向
け
の
住
宅
環
境

整
備
と
し
て
成
果
が
表
れ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
規
模
・

　
　高
校
生
の

　
　通
学
、
若

者
世
代
の
定
住

支
援
の
今
後
の

方
針
は
。

問

　
　宅
地
分
譲

　
　事
業
と
共

に
、
空
き
家
の

利
活
用
な
ど
に

も
努
め
る
。

答

質
　問
　子
育
て
世
代
、
高

齢
者
、
外
国
人
な
ど
、
誰
で

も
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
る

「
遊
び
場
」
や
「
多
目
的
ト

イ
レ
」
な
ど
の
環
境
整
備
が

必
要
と
考
え
、
次
の
質
問
を

す
る
。

①
キ
ャ
ン
プ
の
流
行
に
よ
り

　
　観
光
を
呼

　
　び
込
む

「
遊
び
場
」
と

「
多
目
的
ト
イ

レ
」
の
整
備
は
。

問 場
所
な
ど
を
検
討
し
、
宅
地

分
譲
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
件
数
を
増
や
す
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
30
年
度
か
ら

空
き
家
等
利
活
用
促
進
事
業

補
助
金
を
創
設
し
て
い
る
。

　
宅
地
分
譲
事
業
と
共
に
、

利
活
用
可
能
な
空
き
家
な
ど

の
確
保
に
も
努
め
、
移
住
・

定
住
者
の
住
宅
環
境
を
積
極

的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁

①
チ
ェ
リ
リ
ン

村
で
は
、
一
部
水
洗
化
さ
れ

て
い
な
い
ト
イ
レ
が
あ
る
た

め
、
今
後
、
水
洗
式
ト
イ
レ

の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
チ
ョ
ウ
や
カ
ブ
ト

ム
シ
な
ど
の
昆
虫
が
自
生
で

き
る
環
境
整
備
に
取
り
組

み
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

　
　身
近
で
気

　
　軽
に
利
用

で
き
る
遊
び
場

を
順
次
整
備
し

て
い
く
。

答

楽
し
め
る
施
設
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

②
ふ
れ
あ
い
交
流
プ
ラ
ザ
内

に
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
は

な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
整
備

す
る
予
定
は
な
い
。
今
後
、

設
置
位
置
や
費
用
な
ど
に
つ

い
て
、
専
門
家
な
ど
か
ら
も

意
見
を
伺
っ
た
上
で
判
断
し

た
い
。

③
今
年
度
は
南
部
、
名
川
、

福
地
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
１
カ

所
ず
つ
、
合
計
３
カ
所
を
整

備
し
、
３
月
の
完
成
を
予
定

し
て
い
る
。
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
に
は
、
す
べ
り
台
１
基
、

ブ
ラ
ン
コ
１
基
、
ロ
ッ
キ
ン

グ
遊
具
２
基
、
ベ
ン
チ
３
基

を
設
置
す
る
。

注
目
が
集
ま
る
チ
ェ
リ
リ
ン

村
だ
が
、
広
い
エ
リ
ア
に
対

し
て
水
洗
ト
イ
レ
が
乏
し

い
。
子
ど
も
の
遊
び
場
や
ト

イ
レ
を
整
備
す
る
考
え
は
。

②「
ふ
れ
あ
い
交
流
プ
ラ
ザ
」

内
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
整
備

す
る
考
え
は
。

③
令
和
２
年
度
予
算
で
計
画

さ
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の

進
行
状
況
は
。
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◎ 一　般　質　問

05２月号06 ２月号

◎ 一　般　質　問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一
　般
　質
　問

ポケットパークに設置予定の遊具ポケットパークに設置予定の遊具

中舘　文雄 議員

　
　感
染
症
に

　
　よ
る
影
響

を
勘
案
し
つ

つ
、
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で

い
く
。

答

　
　コ
ロ
ナ
禍

　
　の
中
、
財

政
へ
の
影
響
と

予
算
編
成
の
留

意
事
項
は
。

問質
　問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
町
内
の
産
業
や
企
業
活

動
な
ど
は
自
粛
が
続
き
、
町

の
財
政
へ
の
影
響
も
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。

　財
政
へ
の
影
響
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
も
含

め
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
令
和
３
年
度
予
算
編
成
に

与
え
る
町
税
収
入
や
交
付
金

な
ど
の
財
源
確
保
に
対
す
る

問
題
点
と
影
響
は
。

②
令
和
３
年
度
予
算
編
成
の

重
点
的
項
目
と
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
の
留
意
項
目
は
。

町
長
答
弁

①
令
和
３
年
度

予
算
編
成
方
針
に
は
、
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０

２
０
」
を
引
用
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
極
め
て
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た

上
で
、
町
の
財
政
が
受
け
る

影
響
額
を
仮
試
算
し
、
全
職

員
へ
通
達
し
た
。
仮
試
算
で

は
、
一
般
財
源
へ
の
影
響
額

は
約
３
億
６
０
０
０
万
円
の

減
と
見
込
ん
で
い
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
勘
案
し
、
既

存
事
業
の
見
直
し
や
新
た
に

必
要
と
な
る
経
費
を
精
査
し

計
上
す
る
こ
と
、
ま
た
、
統

合
庁
舎
で
の
業
務
開
始
に
向

け
、
必
要
と
な
る
経
費
を
漏

れ
な
く
計
上
す
る
こ
と
、
多

額
の
一
般
財
源
の
減
額
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
規

事
業
へ
の
着
手
は
新
た
な
財

源
の
確
保
ま
た
は
既
存
事
業

の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
場
合

以
外
は
原
則
認
め
な
い
こ
と

と
し
た
。

　
将
来
に
わ
た
り
健
全
な
財

政
運
営
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

中
期
的
な
財
政
見
通
し
を
行

い
な
が
ら
令
和
３
年
度
当
初

予
算
の
編
成
に
取
り
組
ん
で

い
く
。　

　ふ
る
さ
と

　
　運
動
公
園

を
町
民
運
動
会

の
会
場
と
す
る

考
え
は
。

問質
　問
　町
民
運
動
会
は
、

南
部
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
と
し
て
い
る
が
、
町

に
は
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
も
あ
り
、
駐
車
場

や
ト
イ
レ
な
ど
も
完
備
さ
れ

て
い
る
た
め
、
会
場
と
し
て

活
用
す
る
べ
き
だ
と
思
い
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
が
町
民
運
動
会
の
会

場
と
し
て
利
用
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
は
。

②
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
を
町
民
運
動
会
の
会

場
と
し
て
活
用
す
る
べ
き
と

思
う
が
、検
討
す
る
考
え
は
。

　
　会
場
や
競

　
　技
種
目
な

ど
、
関
係
団
体

と
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

答教
育
長
答
弁

①
平
成
21
年

度
に
町
内
チ
ー
ム
監
督
と
の

意
見
交
換
や
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
、
町
陸
上
競
技
協
会

と
会
場
選
定
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
ふ

る
さ
と
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
は
広
い
た
め
、
競
技
者
や

競
技
内
容
が
分
か
り
づ
ら
く

臨
場
感
が
な
く
な
る
な
ど
の

意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ト

ラ
ッ
ク
が
タ
ー
タ
ン
仕
様
で

あ
り
、
参
加
者
が
不
慣
れ
な

た
め
、
け
が
の
リ
ス
ク
が
大

き
く
な
る
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
南
部
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
町
民
運
動
会
の
会
場

と
し
て
決
定
し
た
。

　
運
動
会
後
に
は
、
会
場
や

競
技
種
目
な
ど
に
つ
い
て
、

町
内
チ
ー
ム
監
督
な
ど
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お

り
、「
会
場
は
現
状
の
ま
ま

で
よ
い
」
と
の
回
答
が
多
い

た
め
、
南
部
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
し
て
い
る
。

②
南
部
中
学
校
は
、
大
型
の

駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
町
民
体
育
館
な
ど
へ
分

散
し
、
運
動
会
参
加
者
の
駐

車
場
を
確
保
し
て
い
る
。
駐

車
場
の
場
所
が
分
か
り
づ
ら

い
こ
と
や
、
会
場
か
ら
離
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
路

上
駐
車
な
ど
が
見
受
け
ら
れ

る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
や
陸
上
競
技
協
会
な

ど
関
係
団
体
と
協
議
し
、「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
よ
る
ふ

る
さ
と
運
動
公
園
で
の
町
民

運
動
会
の
開
催
に
向
け
て
、

駐
車
場
や
会
場
、
競
技
種
目

な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

検
討
し
て
く
。

工藤　愛 議員

質
　問
　町
と
し
て
支
援
を

掲
げ
た
名
久
井
農
業
高
校
、

三
戸
高
校
の
存
続
に
と
っ

て
、
生
徒
数
の
維
持
・
増
加

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
ま

た
、
移
住
者
や
外
国
人
の
定

住
の
た
め
に
も
、
通
学
・
定

住
支
援
は
欠
か
せ
な
い
も
の

と
考
え
、次
の
質
問
を
す
る
。

①
名
久
井
農
業
高
等
学
校
、

三
戸
高
等
学
校
の
存
続
に
向

け
た
町
の
支
援
策
は
。

②
高
校
生
の
通
学
費
用
に
つ

い
て
、
助
成
の
考
え
は
。

③
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
内
で
掲
げ
ら
れ

た
若
者
向
け
の
住
宅
環
境
整

備
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
と
今
後
の
方
針
は
。

町
長
答
弁

①
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
で
名
久
井
農
業
高
等

学
校
生
徒
の
取
組
紹
介
の

他
、
名
久
井
農
業
高
等
学
校

を
応
援
す
る
意
味
を
込
め
た

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
９

月
か
ら
放
送
し
、
町
内
外
に

魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

　
名
久
井
農
業
高
等
学
校
の

存
続
を
求
め
る
署
名
活
動
で

は
、
１
万
２
０
５
９
名
か
ら

ご
署
名
い
た
だ
い
た
。
11
月

11
日
に
、
存
続
を
求
め
る
要

望
書
と
集
ま
っ
た
署
名
を
県

知
事
お
よ
び
県
教
育
長
へ
提

出
し
、
県
議
会
議
長
に
も
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
今
後
、
名
久
井
農
業
高
等

学
校
に
生
徒
の
全
国
募
集
が

導
入
さ
れ
る
場
合
は
、
学
生

寮
の
増
設
や
整
備
に
対
す
る

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長
答
弁

②
高
校
生
に

対
し
、
多
目
的
バ
ス
回
数
券

を
15
枚
つ
づ
り
１
０
０
０
円

（
通
常
12
枚
で
１
０
０
０
円
）

で
販
売
し
て
い
る
他
、
始
業

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
町
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行

し
、通
学
を
支
援
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
で
は
、
公
益
財

団
法
人
青
森
県
育
英
奨
学
会

の
奨
学
金
を
借
り
て
い
る
高

校
生
に
対
し
、
通
学
費
な
ど

の
一
部
に
つ
い
て
奨
学
金
の

返
還
を
免
除
す
る
取
り
組
み

を
始
め
て
い
る
。

町
長
答
弁

③
チ
ェ
リ
ー
タ

ウ
ン
桜
場
宅
地
分
譲
事
業

は
、
40
区
画
中
36
区
画
の
申

し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
若
者
向
け
の
住
宅
環
境

整
備
と
し
て
成
果
が
表
れ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
規
模
・

　
　高
校
生
の

　
　通
学
、
若

者
世
代
の
定
住

支
援
の
今
後
の

方
針
は
。

問

　
　宅
地
分
譲

　
　事
業
と
共

に
、
空
き
家
の

利
活
用
な
ど
に

も
努
め
る
。

答

質
　問
　子
育
て
世
代
、
高

齢
者
、
外
国
人
な
ど
、
誰
で

も
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
る

「
遊
び
場
」
や
「
多
目
的
ト

イ
レ
」
な
ど
の
環
境
整
備
が

必
要
と
考
え
、
次
の
質
問
を

す
る
。

①
キ
ャ
ン
プ
の
流
行
に
よ
り

　
　観
光
を
呼

　
　び
込
む

「
遊
び
場
」
と

「
多
目
的
ト
イ

レ
」
の
整
備
は
。

問 場
所
な
ど
を
検
討
し
、
宅
地

分
譲
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
件
数
を
増
や
す
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
30
年
度
か
ら

空
き
家
等
利
活
用
促
進
事
業

補
助
金
を
創
設
し
て
い
る
。

　
宅
地
分
譲
事
業
と
共
に
、

利
活
用
可
能
な
空
き
家
な
ど

の
確
保
に
も
努
め
、
移
住
・

定
住
者
の
住
宅
環
境
を
積
極

的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁

①
チ
ェ
リ
リ
ン

村
で
は
、
一
部
水
洗
化
さ
れ

て
い
な
い
ト
イ
レ
が
あ
る
た

め
、
今
後
、
水
洗
式
ト
イ
レ

の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
チ
ョ
ウ
や
カ
ブ
ト

ム
シ
な
ど
の
昆
虫
が
自
生
で

き
る
環
境
整
備
に
取
り
組

み
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

　
　身
近
で
気

　
　軽
に
利
用

で
き
る
遊
び
場

を
順
次
整
備
し

て
い
く
。

答

楽
し
め
る
施
設
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

②
ふ
れ
あ
い
交
流
プ
ラ
ザ
内

に
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
は

な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
整
備

す
る
予
定
は
な
い
。
今
後
、

設
置
位
置
や
費
用
な
ど
に
つ

い
て
、
専
門
家
な
ど
か
ら
も

意
見
を
伺
っ
た
上
で
判
断
し

た
い
。

③
今
年
度
は
南
部
、
名
川
、

福
地
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
１
カ

所
ず
つ
、
合
計
３
カ
所
を
整

備
し
、
３
月
の
完
成
を
予
定

し
て
い
る
。
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
に
は
、
す
べ
り
台
１
基
、

ブ
ラ
ン
コ
１
基
、
ロ
ッ
キ
ン

グ
遊
具
２
基
、
ベ
ン
チ
３
基

を
設
置
す
る
。

注
目
が
集
ま
る
チ
ェ
リ
リ
ン

村
だ
が
、
広
い
エ
リ
ア
に
対

し
て
水
洗
ト
イ
レ
が
乏
し

い
。
子
ど
も
の
遊
び
場
や
ト

イ
レ
を
整
備
す
る
考
え
は
。

②「
ふ
れ
あ
い
交
流
プ
ラ
ザ
」

内
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
整
備

す
る
考
え
は
。

③
令
和
２
年
度
予
算
で
計
画

さ
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の

進
行
状
況
は
。
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◎ 常任委員会報告

07２月号08 ２月号

◎ 常任委員会報告、議会傍聴など

常任委員会の調査結果報告
総務企画常任委員会 委 員 長：八木田 憲司　副委員長：工藤 正孝

委　  員：川守田 稔、夏堀 嘉一郎、久保 利樹
　令和２年 11月４日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

移住・定住等イベントの取り組みについて調 査

⇒　国際交流センター事業では、外国人労働者の需要の検証や先進事例の視察などを
行い、事業内容を検討していく必要があると思われる。

結 果

⇒　空き家・空き地バンクの登録を増やしてい
くためには、相続や登録後の手続きが当事者
同士になってしまうなどの課題があるため、
関係法令を確認しながら利用しやすい環境づ
くりをしていく必要があると思われる。

⇒　移住・定住を促進するため、「南部町の何を
売りにするのか」、「なぜ住んで欲しいのか」
を検討し、具体的に施策を進めていく必要が
あると思われる。

総務企画常任委員会の様子総務企画常任委員会の様子

産業建設常任委員会 委 員 長：根市 勲　副委員長：西野 耕太郎
委　  員：沼畑 俊一、夏堀 文孝、中舘 文雄

　令和２年 11月６日に町担当課の説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

道路整備要望箇所の現地調査

⇒　町道整備の要望は、町道整備計画の中で優先順位を付け整備を行うこととなるが、
必ずしも町道幅４ｍへの拡幅工事とせず、簡易舗装や応急対策などによる整備など、
柔軟に対応していく必要があると思われる。

⇒　整備に時間を要する箇所については、看板を設置し注意喚起するなど、安心・安
全な町道管理をしていく必要があると思われる。

結 果

調 査

⇒　令和２年度において町内会から町道整備の
要望があった各路線についての所見は以下の
とおり。

　　①町道千刈・外又線
　　拡幅工事ではなく、砕石などにより路面
の凹凸の解消に努めるなど、工法を検討し
整備する必要があると思われる。

　　②町道沖中３号線
　　拡幅工事ではなく、簡易舗装での整備を
検討するなど、工法を検討し整備を進める
必要があると思われる。

　　③町道上沢２号線
　　緊急車両の通行ができないことや除雪に
支障があるなど、危険な状態である。整備
方法について町内会と検討し、整備を進め
ていく必要があると思われる。

産業建設常任委員会の様子産業建設常任委員会の様子

町道上沢２号線の現地視察町道上沢２号線の現地視察

　商工会女性部７人は、12 月８日に行
われた一般質問を傍聴しました。
　３月定例会は３月２日に開会する予定
ですので、傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがありますので、
議会事務局までお問い合わせください。

☎ 0178-84-2124

議会傍聴　
早
い
も
の
で
令
和
３
年

も
１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
庁
舎
が
８
月

に
開
庁
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
議
会
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
議
会
に
足
を
運
び
、

傍
聴
に
来
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
わ
か

り
や
す
く
、
読
み
や
す
い

を
モ
ッ
ト
ー
に
編
集
し
て

参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
な
く
、
日
常
生

活
に
も
影
響
が
出
て
お
り

ま
す
。
一
日
も
早
い
終
息

を
願
い
、
私
達
も
感
染
対

策
を
徹
底
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
年
一
年
が

皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
　
員
　
滝
田
　
勉
　
記

議会を傍聴する商工会女性部の皆さま議会を傍聴する商工会女性部の皆さま

結 果

調 査

教育民生常任委員会 委 員 長：山田 賢司　副委員長：松本 啓吾
委　  員：馬場 又彦、滝田 勉、坂本 典男、工藤 愛

学校統廃合について

　令和２年 10月 28日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　各地区小学校１校、中学校１校を基本とし、統廃合を進めていく必要があると思
われる。また、反対意見が出た地域については、住民説明会を通して、将来の人口
動態などを含め総合的に統廃合について説明していく必要があると思われる。

⇒　統廃合の意見がまとまっている地域の小中
学校については、統廃合を進めることとし、
統廃合の時期を町内で一律とする必要はない
と思われる。

⇒　児童・生徒の学校環境を第一に考え、統廃
合と同時に快適な環境整備（クーラーの設置、
部活動の検討など）も併せて検討していく必
要があると思われる。

教育民生常任委員会の様子教育民生常任委員会の様子
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◎ 常任委員会報告

07２月号08 ２月号

◎ 常任委員会報告、議会傍聴など

総務企画常任委員会 委 員 長：八木田 憲司　副委員長：工藤 正孝
委　  員：川守田 稔、夏堀 嘉一郎、久保 利樹

　令和２年 11月４日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

移住・定住等イベントの取り組みについて調 査

⇒　国際交流センター事業では、外国人労働者の需要の検証や先進事例の視察などを
行い、事業内容を検討していく必要があると思われる。

結 果

⇒　空き家・空き地バンクの登録を増やしてい
くためには、相続や登録後の手続きが当事者
同士になってしまうなどの課題があるため、
関係法令を確認しながら利用しやすい環境づ
くりをしていく必要があると思われる。

⇒　移住・定住を促進するため、「南部町の何を
売りにするのか」、「なぜ住んで欲しいのか」
を検討し、具体的に施策を進めていく必要が
あると思われる。

総務企画常任委員会の様子総務企画常任委員会の様子

産業建設常任委員会 委 員 長：根市 勲　副委員長：西野 耕太郎
委　  員：沼畑 俊一、夏堀 文孝、中舘 文雄

　令和２年 11月６日に町担当課の説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

道路整備要望箇所の現地調査

⇒　町道整備の要望は、町道整備計画の中で優先順位を付け整備を行うこととなるが、
必ずしも町道幅４ｍへの拡幅工事とせず、簡易舗装や応急対策などによる整備など、
柔軟に対応していく必要があると思われる。

⇒　整備に時間を要する箇所については、看板を設置し注意喚起するなど、安心・安
全な町道管理をしていく必要があると思われる。

結 果

調 査

⇒　令和２年度において町内会から町道整備の
要望があった各路線についての所見は以下の
とおり。

　　①町道千刈・外又線
　　拡幅工事ではなく、砕石などにより路面
の凹凸の解消に努めるなど、工法を検討し
整備する必要があると思われる。

　　②町道沖中３号線
　　拡幅工事ではなく、簡易舗装での整備を
検討するなど、工法を検討し整備を進める
必要があると思われる。

　　③町道上沢２号線
　　緊急車両の通行ができないことや除雪に
支障があるなど、危険な状態である。整備
方法について町内会と検討し、整備を進め
ていく必要があると思われる。

産業建設常任委員会の様子産業建設常任委員会の様子

町道上沢２号線の現地視察町道上沢２号線の現地視察

　商工会女性部７人は、12 月８日に行
われた一般質問を傍聴しました。
　３月定例会は３月２日に開会する予定
ですので、傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがありますので、
議会事務局までお問い合わせください。

☎ 0178-84-2124

議会傍聴　
早
い
も
の
で
令
和
３
年

も
１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
庁
舎
が
８
月

に
開
庁
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
議
会
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
議
会
に
足
を
運
び
、

傍
聴
に
来
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
わ
か

り
や
す
く
、
読
み
や
す
い

を
モ
ッ
ト
ー
に
編
集
し
て

参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
な
く
、
日
常
生

活
に
も
影
響
が
出
て
お
り

ま
す
。
一
日
も
早
い
終
息

を
願
い
、
私
達
も
感
染
対

策
を
徹
底
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
年
一
年
が

皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
　
員
　
滝
田
　
勉
　
記

議会を傍聴する商工会女性部の皆さま議会を傍聴する商工会女性部の皆さま

結 果

調 査

教育民生常任委員会 委 員 長：山田 賢司　副委員長：松本 啓吾
委　  員：馬場 又彦、滝田 勉、坂本 典男、工藤 愛

学校統廃合について

　令和２年 10月 28日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　各地区小学校１校、中学校１校を基本とし、統廃合を進めていく必要があると思
われる。また、反対意見が出た地域については、住民説明会を通して、将来の人口
動態などを含め総合的に統廃合について説明していく必要があると思われる。

⇒　統廃合の意見がまとまっている地域の小中
学校については、統廃合を進めることとし、
統廃合の時期を町内で一律とする必要はない
と思われる。

⇒　児童・生徒の学校環境を第一に考え、統廃
合と同時に快適な環境整備（クーラーの設置、
部活動の検討など）も併せて検討していく必
要があると思われる。

教育民生常任委員会の様子教育民生常任委員会の様子
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名農高の寄宿舎「名
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名久井農業高校では、自宅が遠方で通学が負担
となる生徒等を対象に、寄宿舎「名岳寮」を運営
しています。

入寮は16人が上限で男子のみとなっており、現
在、八戸市や新郷村出身の生徒13人が共同生活を
行っています。居室のほか、寮内には食堂や浴室
洗面所などがあり、食事は調理員の方が朝食・夕
食のほか、昼食のお弁当も準備してくれます。

今年は新型コロナの影響で制限がありましたが、
寮ではBBQなどのイベントも開催され、寮生たちは
共同生活を通じ、一体感のある強い絆で結ばれて
います。

※今回の健診でむし歯がなかったお子さんは、2回に分け、来月以降の広報でも掲載する予定です。

かけはた じょうじ くん
（上名久井）

おおした ここな ちゃん
（埖渡）

ひがし ゆうか ちゃん
（高瀬）

いしざき ゆきや くん
（沖田面）

ひがし えみか ちゃん
（高瀬）

すぎさわ なつき くん
（沖田面）

めとき はると くん
（平）

さとう しずく ちゃん
（福田）

むし歯ゼむし歯ゼロの 元気な んぶっこなんぶっこ気な なな
（１月14日 ３歳児健康診査）（１月14日 ３歳児健康診査）




